
年賀状（毛筆）教室など 
みんなの広場 

アルバイト登録者の募集など 

平成18年のできごとを紹介します 
一年を振り返って 
　　　　　　　　　　 
年頭あいさつ 
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皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
 

希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
に
な

ら
れ
た
こ
と
と
お
喜
び
申
し
あ
げ
ま
す
。
 

皆
様
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
町
政
全
般
に
対
し
て

温
か
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝

を
申
し
あ
げ
ま
す
。
 

昨
年
は
、
ラ
イ
ブ
ド
ア
事
件
に
始
ま
り
、
公
務

員
の
不
祥
事
の
続
発
や
い
じ
め
問
題
の
再
発
、
自

然
災
害
で
は
、
記
録
的
な
豪
雨
や
長
雨
に
よ
る
土

砂
崩
れ
や
水
害
な
ど
が
発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、

政
治
の
世
界
で
は
、
驚
異
的
な
内
閣
支
持
率
を
持

続
し
、「
劇
場
型
政
治
」
と
も
表
現
さ
れ
た
小
泉
内

閣
の
5
年
5
か
月
に
終
止
符
が
打
た
れ
、「
美
し

い
国
、
日
本
」
を
め
ざ
す
安
倍
内
閣
が
誕
生
し
ま

し
た
。
 

本
町
に
お
い
て
は
、
昨
年
、
第
4
次
総
合
計
画

を
策
定
し
、
町
の
将
来
像
「
人
輝
き
　

心
和
ら
ぐ

躍
動
の
ま
ち
　

久
御
山
」
の
実
現
に
向
け
て
各
種

施
策
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
行
政
改

革
大
綱
の
見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、
給
与
や
定

員
管
理
の
適
正
化
、
経
費
の
節
減
合
理
化
等
を
柱

と
す
る
「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
行
財

政
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
 

一
方
、
日
本
経
済
は
、
構
造
改
革
と
国
民
の
自

助
努
力
に
よ
り
、
長
い
停
滞
の
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け

出
し
、
よ
う
や
く
未
来
へ
の
明
る
い
展
望
を
持
て

る
状
況
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
 

し
か
し
、
中
小
企
業
が
多
数
を
占
め
る
本
町
の

商
工
業
者
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
受
注
は
見
込
め

る
も
の
の
原
材
料
費
の
高
騰
な
ど
に
よ
り
、
ま
だ

ま
だ
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
 

本
町
の
町
税
収
入
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
反

映
し
て
引
き
続
き
減
収
傾
向
に
あ
る
と
と
も
に
、

国
府
支
出
金
に
つ
い
て
も
、
三
位
一
体
改
革
の
影

響
を
受
け
同
様
の
傾
向
に
あ
り
、
本
町
の
財
政
環

境
は
一
層
厳
し
い
も
の
に
な
る
と
考
え
ら
れ
、
さ

ら
に
工
夫
を
こ
ら
し
た
行
政
運
営
を
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

私
は
、
町
長
に
就
任
以
来
、
先
人
が
築
い
て
こ

ら
れ
た
「
ふ
る
さ
と
久
御
山
」
の
さ
ら
な
る
発
展

を
め
ざ
し
て
、
住
民
の
皆
様
と
、
と
も
に
考
え
、

と
も
に
歩
む
、
住
民
参
加
の
町
政
推
進
を
基
本
と

し
て
、
行
政
運
営
に
あ
た
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
 

引
き
続
き
、
子
育
て
支
援
対
策
や
教
育
環
境
の

整
備
、
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
に
対
す
る
各
種
福

祉
施
策
の
推
進
、
新
市
街
地
整
備
事
業
や
産
業
活

性
化
対
策
、
安
全
・
安
心
対
策
な
ど
、「
人
の
視
点
、

環
境
の
視
点
、
協
働
の
視
点
」
に
立
っ
た
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
、
住
民
の
皆
様
が
「
住
ん
で
よ
か
っ

た
、
い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
た
い
」
と
言
っ
て
い

た
だ
け
る
「
ふ
る
さ
と
久
御
山
」
の
実
現
に
向
け

て
、
誠
心
誠
意
の
努
力
を
傾
け
て
ま
い
り
ま
す
。
 

今
後
と
も
、
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

あ
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
健

勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
し
て
、
新
年

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
 

人の視点、環境の視点、 
　協働の視点に立った 
　　　まちづくりを推進 

平成19年 

久御山町長 坂本　信夫 

2
広報くみやま 平成19年1月1日 



新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

皆
様
に
は
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
平
成
19 
年
の

新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
あ
げ
ま
す
。
 

平
素
は
、
町
政
並
び
に
議
会
活
動
に
格
別
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
心
か
ら
厚
く
お
礼
申
し
あ

げ
ま
す
。
 

昨
年
、
国
内
で
は
学
校
に
お
け
る
い
じ
め
や
自

殺
、
公
務
員
の
飲
酒
や
汚
職
な
ど
の
不
祥
事
件
、

国
外
に
お
き
ま
し
て
は
、
北
朝
鮮
の
地
下
核
実
験

や
イ
ラ
ク
の
爆
弾
テ
ロ
事
件
な
ど
、
規
模
・
内
容

は
違
っ
て
も
課
題
の
多
い
年
で
あ
り
ま
し
た
。
 

さ
て
、
最
近
の
日
本
の
経
済
情
勢
は
、
昨
年
11 

月
、
戦
後
最
長
の
景
気
拡
大
と
な
り
ま
し
た
が
、

消
費
の
伸
び
が
低
く
、
米
国
経
済
の
減
速
な
ど
も

あ
り
、
今
後
に
お
い
て
は
不
透
明
感
が
あ
る
状
況

で
あ
る
と
も
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
 

国
や
地
方
の
財
政
状
況
は
、
多
大
な
債
務
を
抱

え
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
に
伴
う
社
会
保
障
費
の

増
大
な
ど
、
需
要
が
大
き
く
な
る
一
方
で
、
税
な

ど
の
大
き
な
収
入
増
を
見
込
め
な
い
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
お
り
ま
す
。
 

昨
年
7
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
、い
わ
ゆ
る「
骨

太
の
方
針
2
0
0
6
」
に
お
い
て
は
、
2
0
１
0

年
代
初
頭
に
、
国
・
地
方
を
あ
わ
せ
た
基
礎
的
財

政
収
支
の
黒
字
化
を
め
ざ
し
て
進
め
ら
れ
る
「
歳

入
歳
出
一
体
改
革
」
に
よ
り
、
改
革
の
具
体
的
方

向
性
が
示
さ
れ
、
地
方
財
政
に
お
い
て
も
、
地
方

公
務
員
人
件
費
の
削
減
、
地
方
単
独
事
業
抑
制
な

ど
歳
出
削
減
努
力
と
地
方
税
や
地
方
交
付
税
等
の

一
般
財
源
の
確
保
等
が
決
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

久
御
山
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
国
に
お
い
て
諸

改
革
が
進
め
ら
れ
る
中
、
昨
年
策
定
さ
れ
た
「
久

御
山
町
第
4
次
総
合
計
画
」
の
実
現
を
図
る
べ
く
、

安
全
安
心
な
社
会
の
構
築
、
少
子
高
齢
化
に
伴
う

支
援
、
教
育
環
境
の
整
備
、
地
域
経
済
の
活
性
化
、

環
境
保
全
対
策
な
ど
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
新
市
街
地
整
備
事
業
や
国
営
附

帯
府
営
農
地
防
災
事
業
な
ど
に
お
い
て
も
、
さ
ら

な
る
事
業
の
推
進
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
 

地
方
分
権
が
推
進
さ
れ
、
住
民
に
身
近
な
自
治

体
は
さ
ら
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
地
方
自
治
の
本
旨
を
踏
ま
え
、

住
民
生
活
の
安
全
と
向
上
の
た
め
に
皆
様
と
と
も

に
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
て
お
り
ま
す
の

で
、
議
会
活
動
に
一
層
の
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

結
び
に
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申

し
あ
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
 

地方分権を推進し 
　住民生活の安全と 
　　　　　向上を図る 

年
頭
あ
い
さ
つ
 

久御山町議会議長 籔内　權一 
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町
で
は
、「
人
輝
き
　

心
和
ら
ぐ
　

躍
動
の
ま
ち
　

久
御
山
」
の
実
現
に
向
け
、

住
民
の
み
な
さ
ん
と
行
政
に
よ
る
「
協
働
と
連
携
」
の
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ

し
て
、
平
成
18 
年
は
、
新
市
街
地
整
備
の
推
進
や
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の

設
計
、
子
ど
も
議
会
の
開
催
、
障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行
に
よ
る
利
用
者

負
担
の
軽
減
な
ど
多
く
の
事
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。 

　
今
号
で
は
、
平
成
18 
年
の
お
も
な
で
き
ご
と
を
紹
介
し
、
一
年
を
振
り
返

っ
て
み
ま
し
ょ
う
。 
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平
成
十
八
年
度
上
半
期
（
九
月
末
現
在
）

の
一
般
会
計
や
特
別
会
計
な
ど
の
財
政
状
況

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。（
金
額
は
、
い
ず
れ

も
一
万
円
未
満
四
捨
五
入
）
 

一
般
会
計
予
算
の
執
行
状
況
は
、
歳
入
が

全
体
の
五
十
二
・
四
㌫
の
三
十
九
億
八
千
八

百
三
十
三
万
円
で
、
歳
出
の
各
科
目
の
執
行

状
況
は
、
表
①
の
と
お
り
で
す
。
 

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
な
ど
五
つ
の
特
別

会
計
と
水
道
事
業
会
計
予
算
の
執
行
状
況
は
、

表
②
の
と
お
り
で
す
。
 

地
方
債
（
町
の
借
金
）
は
、
一
般
会
計
が

四
十
二
億
四
千
八
百
二
十
三
万
円
、
公
共
下

水
道
事
業
特
別
会
計
は
、
四
十
九
億
六
千
七

百
八
十
一
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

町
で
は
、
下
半
期
も
各
種
事
業
に
対
し
、

予
算
の
適
正
・
効
率
的
な
執
行
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
 

町職員を募集します 

【第1次試験】 
日時／1月21日a　午前9時から 
場所／久御山町役場 
試験内容／事務職②…教養試験、事
務適性検査 
保育士・幼稚園教諭…教養試験、
専門試験 

【第2次試験】 
日時・場所／2月中旬を予定。1次
試験合格者に文書で通知します。 

試験内容／作文試験、面接試験 
�受験申込の方法 
　受験申込書は、1月4日eから総
務課で交付します。また、町ホーム
ページ（http://www.town.kumiyama.kyoto.jp）
からも、ダウンロードできます。 
�受付期間 
受験申込書に必要事項をご記入の

うえ、必要書類を添えて1月4日e
から12日fまでの間に、総務課へ提
出してください。郵送による受け付
けはおこないません。 

※土・日曜日、祝日を除く、午前8
時30分から午後5時まで。 
　詳しくは、総務課へお問い合わせ
ください。 

平成19年4月1日採用予定の町職員採用試験を、次のとおり実施します。 

▽
 

▽
 

事 務 職 ②  

保 育 士 ・ 
幼稚園教諭 1名 

2名 

①昭和46年4月2日から平成元年4月1日までに生まれた人 

②高等学校卒業程度以上の学力を有する人 

③身体障害者手帳の交付を受け、その障害の程度が1級から6

級までの人 

④自力により通勤ができ、介護者なしに職務の遂行が可能な人 

⑤活字印刷文（点字は除く）による出題に対応できる人 

①昭和55年4月2日から62年4月1日までに生まれた人 

②高等学校卒業程度以上の学力を有する人 

③保育士、幼稚園教諭の資格・免許の両方を有する人または平

成19年3月末日までに同資格および免許取得見込みの人 

（　　　　） 身体障害 
者を対象 

職　種 採用予定人員 受　験　資　格 

表①　一般会計予算の執行状況 

68．0％（29億6，068万円） 総務費10億2，874万円 

町税43億5，131万円 

（億円） 
（億円） 30 405070 20 20

歳　　入 歳　　出 
10 109 98 87 76 65 54 43 32 21 1

41．7％（4億2，904万円） 

58．4％（2億1，026万円） 46．9％（7億5，978万円） 

7．8％（3，802万円） 

16．3％（3，641万円） 

42．9％（3億5，101万円） 

28．5％（3億9，195万円） 

地方消費税交付金3億6，000万円 民生費16億2，169万円 

国庫支出金4億8，784万円 

府支出金2億2，383万円 

繰入金8億1，788万円 

その他13億7，473万円 

46．0％（2億5，983万円） 

22．8％（3億7，318万円） 

35．9％（4億5，754万円） 

42．7％（6億3，372万円） 

衛生費5億6，457万円 

土木費16億3，927万円 

教育費12億7，548万円 

その他14億8，584万円 

合計76億1，559万円 合計76億1，559万円 

52．4％（39億8，833万円） 38．3％（29億1，309万円） 

国 民 健 康 保 険 5億5，763万円 
8，748万円 

5億8，769万円 
4億1，943万円 
3億3，291万円 

2億7，205万円 
3，206万円 

会　計　名　等 

38．8％ 
14．0％ 
44．7％ 
36．8％ 
44．6％ 

50．3％ 
107．3％ 

6億431万円 
6，563万円 

5億4，534万円 
3億4，952万円 
2億6，969万円 

2億4，688万円 
4，576万円 

42．1％ 
10．5％ 
41．5％ 
30．6％ 
36．1％ 

45．1％ 
23．1％ 

三 郷 山 財 産 区 

歳　　　入 歳　　　出 

収入済額  収入率 支出済額  支出率 

老 人 保 健 

公 共下水道事業  

介 護 保 険 

水　道 
収益的収支 

資本的収支 

表②　特別会計・水道事業会計予算の執行状況 

は収入済および 

支出済率（金額） 
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・
定
率
減
税
の
縮
減
 

【
改
正
前
】
（
平
成
17 
年
分
ま
で
）
 

　
所
得
税
額
の
20
㌫
（
最
高
25
万
円
）
 

【
改
正
後
】
 

　
所
得
税
額
の
10 
㌫
（
最
高
12 
万
5
千
円
） 

・
寄
付
金
控
除
の
適
用
下
限
額
の
改
正
 

【
改
正
前
】
（
平
成
17 
年
分
ま
で
）
1
万
円
 

【
改
正
後
】
　
5
千
円
 

・
税
源
移
譲
に
よ
っ
て
住
民
税
の
所
得
割
の

税
率
が
10 
㌫
に
変
更
 

平
成
18 
年
度
以
前
の
住
民
税
所
得
割
の
税

率
は
、
従
来
3
段
階
の
超
過
累
進
構
造
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
改
正
後
は
、
所
得
の
多
い

少
な
い
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
律
10 
㌫
（
税
率

は
、
府
民
税
4
㌫
・
町
民
税
6
㌫
）
の
比
例

税
率
構
造
に
変
わ
り
ま
す
。
 

・
住
民
税
が
増
え
て
も
、
所
得
税
が
減
る
た

め
納
税
者
負
担
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
 

住
民
税
所
得
割
の
10 
㌫
比
例
税
率
化
に
と

も
な
い
、
国
に
納
め
る
所
得
税
の
税
率
構
造

も
見
直
さ
れ
ま
す
。
 

住
民
税
は
、
最
低
税
率
を
5
㌫
か
ら
10 
㌫

に
引
き
上
げ
、
最
高
税
率
は
13 
㌫
か
ら
10 
㌫

に
引
き
下
げ
と
な
り
、
所
得
税
は
、
逆
に
最

低
税
率
を
10 
㌫
か
ら
5
㌫
に
引
き
下
げ
、
最

高
税
率
は
37
㌫
か
ら
40
㌫
に
引
き
上
げ
と
な

り
ま
す
。
 

ま
た
、
人
的
控
除
の
差
に
対
応
し
た
減
額

措
置
な
ど
も
講
じ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
措

置
に
よ
り
、
税
源
移
譲
の
前
後
で
「
住
民
税

＋
所
得
税
」
の
納
税
者
の
負
担
は
変
わ
り
ま

せ
ん
。
 

・
定
率
控
除
の
廃
止
 

【
改
正
前
】
 

所
得
割
額
の
7
・
5
㌫
（
最
高
4
万
円
）
 

【
改
正
後
】
　
廃
止
 

・
調
整
控
除
の
新
設
 

個
人
住
民
税
に
お
い
て
、
税
源
移
譲
に
と

も
な
う
負
担
増
を
調
整
す
る
た
め
、
「
調
整

控
除
」
を
新
設
し
、
次
の
額
を
所
得
割
額
か

ら
控
除
し
ま
す
。
 

【
合
計
課
税
所
得
金
額
が
2
0
0
万
円
以
下

の
場
合
】
 

次
の
①
・
②
の
い
ず
れ
か
少
な
い
金
額
の
5

㌫
 

①
人
的
控
除
差
の
合
計
額
 

②
合
計
課
税
所
得
金
額
 

【
合
計
課
税
所
得
金
額
が
2
0
0
万
円
を
こ

え
る
場
合
】
 

次
の
①
か
ら
②
を
控
除
し
た
額
（
5
万
円
を

下
回
る
場
合
は
5
万
円
）
の
5
㌫
 

①
人
的
控
除
差
の
合
計
額
 

②
合
計
所
得
金
額
か
ら
2
0
0
万
円
を
控
除

し
た
額
 

問
い
合
わ
せ
／
所
得
税
に
つ
い
て
は
、
宇
治

税
務
署
1
0
7
7
4
（
4
4
）
4
１
4

１
ま
た
は
税
務
課
へ
。
住
民
税
に
つ
い

て
は
、
税
務
課
へ
。
 

平
成
18
年
分
所
得
税
の
 

お
も
な
改
正
点
 

（
平
成
19
年
2
月
16
日
か
ら
3
月
15
日
ま
で
の
申
告
分
）
 

平
成
19
年
度
住
民
税
課
税
の
 

お
も
な
改
正
点
 

（
平
成
18
年
分
所
得
に
対
す
る
課
税
）
 

ご
存
じ
で
す
か
　
税
制
改
正
 

市
町
村
が
自
主
性
を
発
揮
し
、
よ
り
身
近
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
お
こ
な
う
た

め
に
進
め
ら
れ
て
き
た
三
位
一
体
改
革
の
一
つ
と
し
て
、
平
成
19 
年
か
ら
国
の

所
得
税
か
ら
地
方
の
住
民
税
へ
の
税
源
移
譲
が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、

み
な
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
住
民
税
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。
 課税所得とは…みなさんの給与や事業収入などは、税法上「収入」と呼ばれるものです。「課税所得」とは、

この「収入」から給与所得控除や基礎控除、扶養控除、社会保険料控除といった諸控除を差
し引いた残りの金額のことです。この「課税所得」に税率をかけたものが｢税額｣となります。 

200万円以下の金額 

200万円をこえる金額 

700万円をこえる金額 

 

700万円以下の金額 

700万円をこえる金額 

3.0％ 

8.0％ 

10.0％ 

 

2.0％ 

3.0％ 

0円 

100,000円 

240,000円 

 

0円 

70,000円 

従 来 の 課 税 方 法  改 正 後 の 課 税 方 法  

課税標準額（課税所得） 

町　　民　　税 

府　　民　　税 

●課税所得にかかわらず、一律10％ 

☆たとえば課税所得が300万円の場合 
　300万円×10％＝30万円 

※実際の税額は、このほかに人的控除 
　の差に対応した減額措置（調整控除） 
　が講じられます。 

速算控除額 税率 

障害者控除 

 

寡 婦 控 除 
 

寡 夫 控 除  

勤労学生控除 

配偶者控除 

普通 

特別 

一般 

特別 

 

 

一般 

老人 

1万円 

10万円 

1万円 

5万円 

1万円 

1万円 

5万円 

10万円 

 

扶養控除 
 

 

同居特別障害者加算 

配 偶 者 
特別控除 

基礎控除 

一　　般 

特　　定 

老　　人 

同居老親 

 

38万円超40万円未満 

40万円以上45万円未満 

5万円 

18万円 

10万円 

13万円 

12万円 

5万円 

3万円 

5万円 

控除の種類 金額 控除の種類 金額 

▽人的控除差一覧表 
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12月9日、ゆうホールで町青少年健全育成協議会（林

勉会長）主催の第26回青少年の主張発表会が開かれました。 

この主張発表会は、青少年が日常生活のなかで体験した

ことや感じていることを訴えて、社会の一員としての自覚

を高めるとともに、青少年に対する住民の理解を深めるこ

とを目的に、毎年開かれています。 

久御山高校生が司会やビデオ撮影を務めるなか、御牧・

佐山・東角小学校の6年生各2人、久御山中学校と久御山

高校からそれぞれ3人の合計12人が、将来の夢や世界平和、

いじめ問題、環境問題、学校生活などについて、自分の考

えや思いを力強く発表しました。 

会場には、保護者やクラスメートらが多数訪れ、児童や

生徒の熱い訴えに、真剣に耳を傾けて、うなずいていまし

た。 

また、この発表会の模様は、1月5日、午後1時から3

時まで「FMうじ」で放送されます。未来を担う子どもた

ちの率直な訴えを、ぜひお聴きください。 

12月7日、中央公民館で年賀状（毛筆）教室が開かれ

ました。 

この教室は、正月を前に中央公民館の正月料理教室や迎

春用寄せ植え教室、着付け教室など、迎春講座の一つとし

ておこなわれたものです。 

今年は、2回のコースに15人が参加し、公民館サーク

ルで書道を教えている日垣翠峰さんから毛筆の書き方を教

わりました。 

初回の11月30日には、ハガキ裏面のあいさつ文や干支

の猪の描き方などを学び、今回は、住所や氏名などのあて

名の書き方を学びました。 

講師の日垣さんは、「最近は何でもパソコンで書く時代

ですが、毛筆で心を込めて一枚一枚書く年賀状も良いです

よ」と話され、参加者は「今年は毛筆で年賀状を書きたか

ったので参加した」「毛筆を使っているが、上手く書けな

いから参加した」などと話され、新年に向けて真剣なまな

ざしで取り組んでいました。 

力強く主張発表する児童 真剣なまなざしでみつめる参加者 

中央公民館 ゆうホール 

年賀状（毛筆）教室 

心のこもった年賀状を 

青少年の主張発表会 

思いを熱く訴える 

みんなが主役 
まちの話題！ あ・れ・こ・れ 
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京都環境フェスティバル見学会 
（12月9日・パルスプラザ） 

人権・障害者週間街頭啓発 （12月4日・ジャスコ久御山店） 



藤澤　くるみちゃん 
ふじさわ 

（平成17年2月5日生） 
今とかわらず元気いっぱい、思いや

りのあるくるみでいてね。 

森　父　仁さん・母　美和子さん 

11月15日から12月14日までの受付分（敬称略） 

長
棟
　
智
之
 

大
嶋
　
淳
史
 

伊
藤
　
繁
人
 

田
嶋
　
智
和
 

飯
田
　
慎
也
 

佐
　
山
 

　
〃
 

　
林
 

　
栄
 

　
〃
 

長
棟
　
美
子
 

大
嶋
　
尚
美
 

伊
藤
美
喜
惠
 

田
嶋
　
淳
子
 

飯
田
　
万
友
 

　
悟
・
美
砂
 

健
嗣
・
貴
子
 

哲
也
・
修
子
 

敏
正
・
恵
子
 

　
勇
・
真
弓
 

景
多
・
か
な
 

悦
生
・
加
那
 

　
慎
・
直
美
 

大
輔
・
麻
衣
子
 

勇
貴
・
智
紗
子
 

善
彦
・
寿
美
 

　
智
・
恭
子
 

公
彦
・
晴
子
 

藤
和
田
 

東
一
口
 

野
　
村
 

佐
　
山
 

　
林
 

　
〃
 

　
〃
 

　
〃
 

　
〃
 

市
　
田
 

　
〃
 

下
津
屋
 

　
〃
 

田
中
眞
梛
美
 

堀
江
　
悠
煌
 

三
輪
　
観
悟
 

岩
村
　
瑠
奈
 

青
木
　
蒼
良
 

水
上
　
莉
乃
 

　
村
　
琉
生
 

渡
辺
　
風
葵
 

　
岡
　
夢
彩
 

仲
本
凌
太
朗
 

安
間
　
彩
華
 

宮
　
　
　
幸
 

堤
　
　
好
花
 

　

ま
　
な
　
み
 

こ
う
　

き
 

か
ん
　

ご
 

　

る
　
な
 

　

そ
　
ら
 

　

り
　
の
 

り
ゅ
う
き
 

ふ
う
　

き
 

　

め
　
い
 

り
ょ
う
た
ろ
う
 

あ
や
　

か
 

　
　
こ
う
 

こ
の
　

か
 

大
字
名
 

夫
の
氏
名
 

妻
の
氏
名
 

大
字
名
 

出

生

児
 

父

・

母
 

　二つの絵には、7か所のちがうところがあります。絵を

よく見てまちがいを見つけてください。正解者の中から抽

選で20人に図書カードをお贈りします。ふるってご応募

ください。 

【応募方法】ハガキに①答え②住所③氏名④年齢⑤広報紙

に対するご意見などをご記入のうえ、〒613－8585久御

山町役場広報行政課（住所記載不要）へご応募ください。

答えは、まちがいのある枠のアルファベットでお答えくだ

さい。 

【締め切り】1月10日d（必着）お一人一通に限ります。 

正解と当選者は、広報くみやま2月1日号で発表します。

お楽しみに！ 

お
誕
生
 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
 

ご
結
婚
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佐山青少年健全育成協議会　農業体験学校 
（12月11日・佐山小学校南農場） 

荒見苑クリスマスの集い（12月12日・荒見苑） 

ファミリー・サ
ポート交流会＆

説明会 

（12月10日・中
央公民館） 



民生児童委員は、厚生労働大臣から
委嘱を受けた非常勤特別職の国家公務
員です。町内で39人の委員が活動され、
そのうち2人が児童問題をおもに担
当する主任児童委員です。 

主任児童委員は、主に児童にかかわ
る問題を担当し、地域担当の民生児童
委員と協力しながら、児童虐待の発見
や子育ての悩み相談などを受けられて
います。学校や児童相談所と連携をと
りながら、児童が健全に育つ環境づく
りや町の子育て支援事業、社会福祉協
議会の事業でも活動されています。 

民生児童委員協議会の活動の一つと
して、お父さんお母さんの子育てを支
援する「遊びの広場」を開き、親睦・
交流の場として活用いただき、この活
動も22回目を迎えました。 

前回は、食育についての話や自作の
大型絵本の読み聞かせなどをおこない
ましたが、今回は、就学前の幼児とそ
の保護者を対象に、お面づくりや豆ま
きなどをおこないます。申し込みはい
りません。お気軽にお越しください。 
日時／1月31日d　午前10時～11時

30分 
場所／ゆうホール 
対象／町内在住の就学前の幼児とその

保護者 
内容／お面づくり・豆まきなど 
問い合わせ／社会福祉課 

お気軽に相談を 
身近な相談者、民生児童委員 
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民生児童委員は、高齢の人や障害の
ある人の福祉サービスの利用相談、生
活に困っている人の相談、子育ての相
談などを受け、必要に応じていろいろ
な制度を紹介したり、町と協力して問
題解決にあたられるなど、地域に密着
した活動をされています。 
民生児童委員は、公務員の守秘義務

が適用されますので、相談者の秘密は
厳守されます。 
また、無職の証明や母子家庭の証明、

高齢者のひとり暮らしなどの証明事務
を取り扱うとともに、町や社会福祉協
議会等のおこなう事業にもボランティ

アとして参加されるなど、社会福祉に
かかわるさまざまな活動に取り組んで
おられます。 



  １
7
，
0
0
0
人
の
小
さ
な
町
で
、
企
業
や
農

業
を
優
先
し
な
い
で
、
人
口
を
増
や
す
対
策
を
し

て
は
ど
う
で
す
か
。
企
業
や
農
業
優
先
の
土
地
を

犠
牲
に
し
て
、
大
規
模
な
団
地
を
ど
ん
ど
ん
造
っ

た
ら
ど
う
で
す
か
。
　
　
　
　
　
　
　
（
匿
名
）
 

  町
で
は
、
今
年
度
か
ら
「
人
輝
き
　
心
和
ら
ぐ

躍
動
の
ま
ち
　
久
御
山
」
を
将
来
像
に
掲
げ
、
今

後
10 
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
で
あ
る
第
4
次
総

合
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
 

将
来
人
口
は
、
非
婚
化
、
晩
婚
化
な
ど
に
よ
る

出
生
率
の
低
下
か
ら
全
国
的
に
人
口
減
少
を
迎
え

る
な
か
で
、
本
町
も
10 
年
後
の
人
口
が
１
5
，
0
 

0
0
人
か
ら
１
6
，
0
0
0
人
程
度
に
な
る
と
予

測
さ
れ
ま
す
。
 

人
口
減
少
に
と
も
な
う
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
衰
退
な
ど
多
く
の
影
響
が
予
測
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
計
画
で
は
人
口
１
8
，
0
0
0
人
を
目

標
に
掲
げ
、
農
・
住
・
工
の
バ
ラ
ン
ス
を
配
慮
す

る
な
か
で
、
住
居
系
用
途
の
拡
大
な
ど
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
き
ま
す
。
　
 
 
【
企
画
財
政
課
】
 

   町
を
東
西
に
分
断
し
た
第
二
京
阪
道
路
が
開
通

し
て
数
年
が
経
過
し
、
生
活
環
境
も
変
化
し
て
き

ま
し
た
。
 

自
動
車
騒
音
や
大
気
汚
染
、
交
通
事
故
の
増
加
、

雑
草
だ
ら
け
の
緑
樹
帯
な
ど
、
町
に
も
責
任
が
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
現
在
、
木
津
川
の

架
橋
工
事
中
で
す
が
、
開
通
後
の
交
通
量
の
増
加
、

そ
れ
に
伴
う
騒
音
・
大
気
汚
染
対
策
に
つ
い
て
知

ら
せ
て
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、
周
辺
住
民
が
静
か
で
健
康
に
暮
ら
せ
る

住
環
境
を
整
備
す
る
よ
う
国
土
交
通
省
へ
要
望
を

お
願
い
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
（
佐
山
・
男
性
）
 

  第
二
京
阪
道
路
が
一
部
開
通
し
て
以
来
、
一
般

道
路
の
交
通
量
が
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
に

伴
う
騒
音
対
策
と
し
て
、
防
音
壁
を
設
置
し
、
大

気
汚
染
に
つ
い
て
も
、
観
測
所
を
設
置
し
て
観
測

し
て
い
ま
す
。
現
在
、
基
準
値
を
オ
ー
バ
ー
し
て

い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
も
引
き
続
き

観
測
を
お
こ
な
い
、
対
策
等
も
検
討
す
る
よ
う
関

係
機
関
に
伝
え
ま
す
。
 

ま
た
、
緑
地
帯
は
、
国
土
交
通
省
が
草
刈
や
樹

木
の
管
理
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
開
通
し
て
い

ろ
い
ろ
問
題
点
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
環
境
に

配
慮
さ
れ
た
道
路
と
な
る
よ
う
、
関
係
機
関
と
十

分
協
議
し
、
問
題
解
消
に
努
め
ま
す
。
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
道
路
河
川
課
】
 

   町
民
運
動
会
に
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
が
、
ま

る
で
小
学
校
の
運
動
会
の
よ
う
で
し
た
。
子
ど
も

も
町
民
に
は
違
い
あ
り
ま
せ
ん
が
、
も
う
少
し
種

目
に
よ
っ
て
は
、
中
学
生
以
上
に
出
場
者
制
限
を

し
た
ほ
う
が
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
特

に
地
域
対
抗
競
技
は
。
 

ま
た
、
子
ど
も
の
参
加
賞
は
学
用
品
（
ノ
ー
 

ト
・
鉛
筆
等
）
に
し
て
く
だ
さ
い
。
小
学
生
の
3

人
の
子
ど
も
を
各
競
技
に
送
り
出
し
て
、
台
所
用

品
を
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
い
っ
ぱ
い
に
詰
め
て
お
ら
れ

る
の
を
見
て
あ
ぜ
ん
と
し
ま
し
た
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
下
津
屋
団
地
・
男
性
） 

  町
民
運
動
会
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
住

民
の
み
な
さ
ん
に
楽
し
ん
で
参
加
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
、
過
去
の
大
会
の
反
省
を
踏
ま
え
、
検

討
を
加
え
な
が
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
種
目
ご
と

の
参
加
対
象
者
に
つ
い
て
は
、
「
一
般
」
「
小
学

生
以
上
」
「
中
学
生
以
上
」
「
小
・
中
学
生
除
く
」

等
の
区
分
を
し
て
い
ま
す
。
 

参
加
賞
に
つ
い
て
は
、
ご
意
見
い
た
だ
き
ま
し

た
こ
と
を
踏
ま
え
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
社
会
教
育
課
】
 

       エ
コ
ー
ラ
イ
ン
は
、
あ
な
た
の
声
を
聴
か
せ
て

い
た
だ
く
大
切
な
通
信
手
段
で
す
。
 

み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聴
か
せ
く
だ
さ
い
。
 

エ
コ
ー
ポ
ス
ト
設
置
場
所
 

役
場
庁
舎
１
階
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
 

中
央
公
民
館
・
ゆ
う
ホ
ー
ル
 

い
き
い
き
ホ
ー
ル
・
総
合
体
育
館
 

保
育
所
・
幼
稚
園
・
荒
見
苑
 

Ｊ
Ａ
御
牧
支
店
・
佐
山
支
店
 

 

Q
大
規
模
な
団
地
を
造
っ
て
 

人
口
増
加
の
対
策
を
 

Q
第
二
京
阪
道
路
開
通
に
伴
う
 

環
境
対
策
は
 

A
住
居
系
用
途
の
拡
大
な
ど
を
 

検
討
し
ま
す
 

Q
町
民
運
動
会
の
出
場
者
制
限
を
 

Q
種
目
ご
と
の
参
加
対
象
者
は
 

区
分
し
て
い
ま
す
 

A
防
音
壁
や
観
測
所
を
設
置
し
て
い
ま
す
 

京都淀ライオンズクラブ、 
行政連絡用自動車を寄贈 

京都淀ライオ
ンズクラブから
行政連絡用自動
車（三菱パジェ
ロイオ）を寄贈
いただきました。 
これは、京都
淀ライオンズク
ラブのチャータ
ーナイト30周年記念事業の一つとして、地域社会への貢献を
目的に寄贈いただいたもので、12月14日、京都淀ライオンズ
クラブの丹羽会長から目録、奥村実行委員長から鍵の贈呈があ
りました。 
町では、この車両を安全安心のまちづくりに生かすため、防
犯・防災用車両として利用を予定しています。 
同クラブからは、チャーターナイト20周年、25周年にもモ
ニュメントやブロンズ像、ゆうホールの施設備品の寄贈をいた
だいています。 
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長
寿
社
会
の
到
来
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
人
々
が
そ

れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
健
康
づ
く
り
の

取
り
組
み
な
ど
を
策
定
し
た
「
健
康
く
み
や
ま
21
」
の

内
容
を
、
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。 

東一口西バス停は、平成17年7月に「のってこバス（巡
回バス）」を新運行内容に改めた際に、地域住民のみなさ
んのご要望で、東一口地域に乗り入れるルートとして新た
に設置しました。 
東一口西バス停の南西には、国土交通省の久御山排水機

場があります。同排水機場は、住民のみなさんの生命や暮

らしを守るため、町内河川にたまった内水をポンプで強制
的に宇治川へ流すことがおもな役割です。 
さて、御牧地域では、毎年1月15日の早朝に「とんど」
（左義長）と呼ばれる火祭りがおこなわれます。なかでも、
東一口地区のとんどは、規模も大きく京都府の登録無形民
俗文化財に登録され、全戸をあげて伝統行事の保存、継承
に努められています。 
とんどの組み立ては、前日の14日に3つの宮座の人が、
大池神社の前に集まり準備をします。とんどの形は、下の
幅が4.5㍍間隔、高さが5.1㍍の三角錐で、門松や子どもた
ちの書いた書き初めとともに、各家から持ち寄った小餅が
とんどの中に入れられます。 
当日、裃姿の当家が日の出とともに一斉にとんどに火を
つけると、火は天を焦がすほどの勢いで燃え上がり、やが
て火が衰えると、とんどはその年の恵方に倒されます。そ
のときの焼け落ちた小餅を食べると、無病息災でいられる
と言い伝えられています。 
問い合わせ／都市計画課 

東一口のとんど 

バス停シリーズ 

東一口西 19

   栄
養
は
、
不
足
し
て
も
過
剰
に
な
っ
て
も
体
に

影
響
を
与
え
、
疾
患
が
生
じ
る
一
因
と
な
り
ま
す
。

質
・
量
と
も
に
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
を
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
 

    
◆
夕
食
や
夜
食
は
軽
め
に
 

夕
食
は
家
族
団
ら
ん
の
時
間
で
あ
り
、
ど
の
世

代
も
3
食
の
な
か
で
、
も
っ
と
も
大
切
に
し
て
い

ま
す
。
 

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
多
様
化
し
て
い
る
今
、
食

事
時
間
に
も
幅
が
で
て
き
ま
し
た
が
、
夕
食
や
夜

食
は
、
就
寝
2
時
間
前
ま
で
に
済
ま
す
の
が
理
想

で
す
。
 

◆
お
酒
は
適
量
を
楽
し
く
上
手
に
 

夕
食
と
切
り
離
せ
な
い
の
が
ア
ル
コ
ー
ル
で
す
。

適
度
な
ア
ル
コ
ー
ル
は
百
薬
の
長
で
あ
り
、
心
身

を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
、
心
地
よ
い
眠
り
を
誘
い
ま

す
。
し
か
し
、
過
度
に
な
る
と
逆
に
心
身
を
興
奮

さ
せ
て
、
睡
眠
を
防
げ
た
り
、
生
活
リ
ズ
ム
を
乱

し
た
り
し
て
、
体
調
を
損
ね
る
要
因
に
な
り
ま
す
。
 

「
適
度
」
と
「
過
度
」
の
線
引
き
は
難
し
い
も

の
で
す
が
、
一
つ
の
目
安
と
し
て
血
中
ア
ル
コ
ー

ル
の
消
失
時
間
が
あ
り
ま
す
。
 

体
調
に
も
よ
り
ま
す
が
、
日
本
酒
一
合
は
、
飲

み
始
め
て
5
時
間
で
体
内
か
ら
消
失
す
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
量
は
、
純
ア
ル
コ
ー
ル
に
換

算
し
て
約
20
㌘
で
、
日
本
人
に
と
っ
て
適
量
と
い

わ
れ
る
量
で
す
。
ビ
ー
ル
な
ら
中
ビ
ン
１
本
、
ワ

イ
ン
グ
ラ
ス
な
ら
2
杯
程
度
、
焼
酎
は
0
・
5
合
、

ウ
イ
ス
キ
ー
や
ブ
ラ
ン
デ
ー
な
ら
ダ
ブ
ル
一
杯
を

目
安
と
し
ま
し
ょ
う
。
 

                    
問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課
 

もち 

もち 

え ほう 

かみしも 
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冬
枯
れ
の
ヨ
シ
原
へ
小
鳥
た
ち
が
飛
び
込

む
と
、
そ
の
後
を
追
っ
て
ヨ
シ
の
穂
先
す
れ

す
れ
に
翼
と
尾
羽
の
長
い
、
や
や
大
型
の
鳥

が
翼
を
V
字
型
に
し
て
緩
や
か
に
滑
空
飛
行

し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
鳥
が
チ
ュ
ウ
ヒ
で
す
。
 

巨
椋
池
干
拓
田
や
宇
治
川
の
河
川
敷
に
広

が
る
ヨ
シ
原
で
、
11 
月
か
ら
3
月
ご
ろ
ま
で

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

大
き
さ
は
約
50
㌢
で
、
カ
ラ
ス
ぐ
ら
い
で

す
。
雄
は
黒
っ
ぽ
く
胸
や
背
中
に
斑
点
が
あ

り
、
雌
は
全
体
が
茶
色
で
す
。
翼
は
長
め
で

折
り
た
た
ん
だ
と
き
に
、
翼
の
先
が
尾
羽
の

先
近
く
ま
で
達
し
ま
す
。
 

ノ
ス
リ
や
ハ
ヤ
ブ
サ
の
よ
う
に
電
柱
の
頂

や
鉄
塔
の
よ
う
な
高
い
と
こ
ろ
に
は
と
ま
ら

ず
、
田
ん
ぼ
の
畦
や
低
い
積
み
わ
ら
、
杭
の

上
な
ど
に
と
ま
っ
て
い
ま
す
。
 

餌
は
、
ネ
ズ
ミ
を
主
に
採
食
し
、
鳥
類
や

昆
虫
類
、
両
生
類
、
爬
虫
類
を
食
べ
ま
す
。
 

サ
ギ
な
ど
の
魚
食
性
、
ツ
バ
メ
の
よ
う
な

虫
食
性
の
鳥
は
、
く
ち
ば
し
で
餌
を
捕
ら
え

て
そ
の
ま
ま
食
べ
ま
す
が
、
ワ
シ
や
タ
カ
な

ど
は
、
足
で
つ
か
ん
で
捕
ら
え
た
後
、
く
ち

ば
し
で
引
き
ち
ぎ
っ
て
食
べ
ま
す
。
 

平
成
13 
年
4
月
に
施
行
さ
れ
た
「
消
費
者
契
約

法
」
は
、
契
約
締
結
や
契
約
条
件
を
め
ぐ
る
ト
ラ

ブ
ル
か
ら
消
費
者
を
守
っ
て
い
ま
す
。
 

裁
判
の
判
例
に
も
、
消
費
者
契
約
法
の
効
果
が

表
れ
て
き
て
い
ま
す
。
 

今
回
は
、
消
費
者
契
約
法
の
内
容
を
詳
し
く
紹

介
し
ま
す
。
 

消
費
者
と
事
業
者
と
の
間
に
は
、
情
報
量
や
交

渉
力
に
差
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
契
約
を
結

ぶ
と
き
や
契
約
の
条
件
を
め
ぐ
っ
て
ト
ラ
ブ
ル
が

お
こ
り
や
す
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
ら
の
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
消
費
者
を
守
る
た
め

に
、
消
費
者
契
約
法
は
、
次
の
よ
う
な
不
当
な
勧

誘
が
あ
る
と
き
に
、
消
費
者
に
契
約
取
消
権
を
認

め
て
い
ま
す
。
 

1
．
不
実
の
告
知
 

「
○
○
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
と
 

言
わ
れ
た
が
、
実
は
輸
入
 

米
だ
っ
た
」
な
ど
、
重
要
 

事
項
に
つ
い
て
嘘
の
説
明
 

を
す
る
。
 

2
．
断
定
的
判
断
の
提
供
 

「
必
ず
値
上
が
り
す
る
」
 

な
ど
と
不
確
実
な
事
項
に
 

つ
い
て
、
断
定
的
な
判
断
 

を
言
う
。
 

3
．
不
利
益
事
実
の
不
告
知
 

「
入
会
す
る
と
得
ら
れ
る
 

『
利
益
』
を
告
げ
な
が
ら
、
 

会
費
の
値
上
げ
を
説
明
し
 

な
い
」
な
ど
、
有
利
な
事
情
を
告
げ
な
が
ら
故

意
に
不
利
益
な
事
項
を
隠
す
。
 

4
．
不
退
去
 

「
契
約
し
な
い
か
ら
帰
っ
て
ほ
し
い
」
と
言
っ

て
い
る
の
に
、
業
者
が
居
座
っ
て
勧
誘
を
続
け

る
な
ど
。
 

5
．
監
禁
（
退
去
妨
害
）
 

消
費
者
が
「
帰
り
た
い
」
と
言
っ
て
い
る
の
に
、

帰
さ
な
い
で
、
勧
誘
を
続
け
る
な
ど
。
 

6
．
問
題
契
約
書
（
不
当
条
項
）
 

契
約
条
件
が
消
費
者
に
と
っ
て
、
一
方
的
に
不

利
益
な
定
め
と
な
っ
て
い
る
な
ど
。
 

こ
れ
ら
の
よ
う
な
困
惑
行
為
等
が
あ
る
場
合
は
、

契
約
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
契
約
書
に
書
い
て
あ
っ
た
か
ら
と
泣
き
寝

入
り
せ
ず
、
「
お
か
し
い
な
」
と
思
っ
た
ら
、
相

談
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

 ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
こ
ま
れ
た
ら
、
１
人
で
悩
ま

ず
府
消
費
生
活
科
学
セ
ン
タ
ー
1
0
7
5
（
6
7

１
）
0
0
0
4
、
府
山
城
広
域
振
興
局
商
工
観
光

室
1
0
7
7
4
（
2
１
）
2
１
0
3
ま
た
は
町
産

業
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
高齢者の自転車事故の70㌫以上は、自宅から1

㌔以内の身近な道路で発生しています。そのうち
の70㌫以上は、交差点やその付近で発生し、な
かでも信号がない交差点での事故が断然多いとい
う結果がでています。 
みなさんの自宅近辺の交差点の大半がそうだと

思いますが、大体、車の通行量が少なく、信号の
ない交差点ですから、車に対する警戒心が乏しく、
安全確認もおろそかになりがちです。 
自転車を安全に利用するために、身近な交差点

が一番事故に遭いやすいということをしっかり認
識し、どんなに車の通行量が少ない交差点でも、
意識して必ず安全確認をしてから通行する習慣を
つけることが大切です。 
 
 
 
信号がない交差点で発生した高齢者の自転車事

故の75㌫以上は、交差する道路から走ってきた車
との出会い頭の衝突事故です。 
自転車利用の高齢者は、交差点での出会い頭の

衝突事故に対する警戒心を高め、安全通行、安全
確認の大切さをしっかり意識し、信号がない交差
点では、一時停止の標識がある場合はもちろん、
標識がない場合でも、必ず一時停止をして、交差
車両があるかどうかを確かめてから交差点に進入
しましょう。 
問い合わせ／監理課 

★無信号交差点での高齢者の自転車事故の 
　75㌫以上は出会い頭の衝突事故 

★高齢者の自転車事故の半分は 
　無信号の交差点で発生 

消費者契約法 

43

防ごう高齢者交通事故 
 Ｖol.10

信号がない交差点が危険 

チ
ュ
ウ
ヒ 

（
タ
カ
目
タ
カ
科
） 

あ
ぜ
 

は
ち
ゅ
う
 

100
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今
月
の
テ
ー
マ
図
書
 

図
書
館
で
は
、
毎
月
テ
ー
マ
を
決
め
て
本
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

今
月
は
、
日
常
生
活
で
大
切
な
マ
ナ
ー
に
関
す
る
オ
ス
ス
メ
の
本

を
紹
介
し
ま
す
。
 

◆
新
着
図
書
の
紹
介
 

竹
内
聡
美
著
 

職
場
や
家
庭
、
親
戚
、
隣
人
と
の
付
き
合
い
で
の
基
本
的
な
ル
ー

ル
と
言
え
る
マ
ナ
ー
。
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
押
え
て
お
き
た
い
マ
ナ

ー
を
イ
ラ
ス
ト
入
り
で
豊
富
に
紹
介
 

「
正
し
い
マ
ナ
ー
＆
こ
ん
な
時
ど
う
言
う
事
典
」
 

青
春
出
版
社
発
行
 

あ
い
さ
つ
、
電
話
、
手
紙
な
ど
の
ポ
イ
ン
ト
や
冠
婚
葬
祭
の
基
本

な
ど
、
常
識
的
な
大
人
の
マ
ナ
ー
を
幅
広
く
紹
介
 

「
大
人
の
マ
ナ
ー
便
利
帳
」
 

新
講
社
発
行
 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
の
メ
ー
ル
や
携
帯
電
話
、
歩
く
、
乗
る
、

買
う
、
見
る
、
食
べ
る
な
ど
、
知
っ
て
お
き
た
い
マ
ナ
ー
を
わ
か
り

や
す
く
紹
介
 

「
12
歳
か
ら
の
マ
ナ
ー
集
」
児
童
書
 偕

成
社
発
行
 

ふ
だ
ん
の
生
活
の
マ
ナ
ー
、
で
か
け
る
と
き
の
マ
ナ
ー
な
ど
、
覚

え
て
お
き
た
い
基
本
的
な
マ
ナ
ー
を
シ
リ
ー
ズ
で
詳
し
く
紹
介
 

「
子
ど
も
の
マ
ナ
ー
図
鑑（
全
5
巻
）」
児
童
書
 

「
知
っ
て
お
き
た
い
マ
ナ
ー
」
 

お
は
な
し
会
 

図
書
館
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
絵
本
や
紙
芝
居
を
読

み
聞
か
せ
る
「
お
は
な
し
会
」
を
毎
月
開
い
て
い
ま
す
。
申
し
込
み

は
い
り
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
1
月
27
日
g
　
午
前
10 
時
30
分
〜
11 
時
 

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル
2
階
お
話
し
室
 

問
い
合
わ
せ
／
図
書
館
 

◆
オ
ス
ス
メ
本
 

★
海
 

（
小
川
洋
子
著
） 

不
思
議
な
楽
器
を
演
奏
す
る
恋
人
の

弟
と
の
出
会
い
を
描
い
た
表
題
作
ほ
か
、

全
7
編
 

★
と
も
だ
ち
お
ま
じ
な
い
 

（
降
矢
な
な
絵
） 

友
だ
ち
が
ほ
し
い
人
に
だ
け
き
く
、

ち
ょ
っ
と
す
て
き
な
お
ま
じ
な
い
。
大

声
さ
け
ぼ
う
か
、
そ
れ
と
も
つ
ぶ
や
こ

う
か
？
 

★
へ
ん
し
ん
コ
ン
サ
ー
ト
 

（
あ
き
や
ま
た
だ
し
作
・
絵
） 

歌
う
と
な
ぜ
か
み
ん
な
変
身
し
て
し

ま
う
不
思
議
な
コ
ン
サ
ー
ト
。
声
に
出

し
て
読
む
こ
と
ば
あ
そ
び
絵
本
 

★
戦
国
一
孤
独
な
男
―
山
本
勘
助
 

（
童
門
冬
二
著
） 

孤
高
の
武
将
・
山
本
勘
助
は
ど
う
生

き
ぬ
い
た
の
か
。
往
く
こ
と
は
、
流
れ

の
如
し
―
勘
助
の
実
像
に
迫
る
。
 

作り方  
 
①　ホタテ貝以外の材料をすべてあわ
せて、つけ汁を作ります。 

②　①で作ったつけ汁にホタテ貝を約
20分漬けます。 

③　油をぬった焼き網を約2分予熱し、

つけ汁につけたホタテ貝を並べ、強
火で8分焼いて、出来上がりです。 

　※ホタテ貝が1個あたり30㌘くらい
のときは、焼く時間を4分にします。 

ホタテ貝［ボイル］（50㌘） 
しょうゆ 
酒 
ゴマ油 

･･･････12個 
･･････････････････大さじ3  

････････････････････････大さじ3  
････････････････････大さじ1

砂糖 
ショウガ汁 
白ゴマ 
青ネギ 

･･････････････････････小さじ1  
････････････････小さじ2  

････････････････････大さじ1  
････････････････････････1本  

食生活改善推進員協議会「久味の会」 

■材料（4人分） 

220㌔カロリー／1人分 

ホタテ貝の中国風香り焼き 

96

図
書
館

図
書
館 

図
書
館 

【
問
い
合
わ
せ
】 

【
開
館
時
間
】 

 【
休
　
館
　
日
】 

1
0
7
7
4（
4
5
）0
0
0
3
 

火
〜
金
曜
日
／
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
7
時
 

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時
 

1
日
-
〜
4
日
e
・
9
日
c
・
15
日
b

22
日
b
・
29
日
b
・
31
日
d
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町
で
は
、
ア
ル
バ
イ
ト
・
パ
ー
ト
職
員
の
登
録

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
 

職
種
／
一
般
事
務
、
収
集
作
業
員
、
保
育
士
、
幼

稚
園
教
諭
、
保
健
師
、
看
護
師
、
図
書
館
司

書
、
調
理
員
な
ど
 

勤
務
地
／
役
場
、
保
育
所
、
幼
稚
園
、
学
童
保
育
、

図
書
館
な
ど
 

対
象
／
18 
歳
以
上
の
人
（
高
校
生
は
除
く
）
 

賃
金
／
日
額
5
，
7
0
0
円
（
一
般
事
務
の
場
合
）、

交
通
費
（
規
定
に
よ
り
支
給
）
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
市
販
の
履
歴
書
に
写

真
を
は
っ
て
、
希
望
の
職
種
を
ご
記
入
の
う

え
総
務
課
へ
。
 

※
勤
務
時
間
・
賃
金
は
、
職
種
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
。
 

  
町
教
育
委
員
会
で
は
、
交
通
指
導
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
 

職
種
／
交
通
指
導
員
（
嘱
託
員
）
 

対
象
／
昭
和
17 
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

で
、
運
転
免
許
を
有
す
る
人
 

職
務
内
容
／
児
童
お
よ
び
生
徒
の
登
校
時
に
お
け

る
交
通
安
全
の
指
導
と
街
頭
で
の
誘
導
な
ど
 

勤
務
時
間
／
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
間
の
3
日
程

度
　
午
前
7
時
30
分
〜
8
時
30
分
 

※
学
校
休
業
日
は
除
く
。
 

採
用
予
定
日
／
4
月
１
日
 

採
用
人
員
／
若
干
名
 

賃
金
／
固
定
給
5
，
8
0
0
円
／
月
、
時
間
給
１
，

8
0
0
円
、
期
末
手
当
、
通
勤
手
当
支
給
 

応
募
・
問
い
合
わ
せ
／
１
月
31
日
d
ま
で
に
学
校

教
育
課
へ
。
電
話
可
 

  
簡
単
な
手
話
を
覚
え
ま
せ
ん
か
。
 

町
で
は
、
手
話
に
興
味
の
あ
る
人
を
対
象
に
5

回
シ
リ
ー
ズ
で
手
話
教
室
を
開
き
ま
す
。
 

聴
覚
に
障
害
の
あ
る
人
の
「
こ
と
ば
」
を
学
び
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。
 

今
回
は
、
入
門
講
座
の
う
ち
一
部
を
学
び
ま
す
。

受
講
さ
れ
た
人
に
は
、
修
了
証
が
交
付
さ
れ
、
入

門
講
座
の
一
部
の
受
講
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
 

日
時
／
①
１
月
23
日
〜
2
月
27
日
（
2
月
13 
日
を

除
く
毎
週
火
曜
日
）
　
午
前
10 
時
〜
11 
時
30

分
　
②
１
月
22
日
〜
2
月
26
日
（
2
月
12 
日

を
除
く
毎
週
月
曜
日
）
　
午
後
7
時
30
分
〜

9
時
 

場
所
／
①
ゆ
う
ホ
ー
ル
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
　

②
中
央
公
民
館
2
階
研
修
室
 

対
象
／
町
内
在
住
、
在
勤
の
人
 

定
員
／
い
ず
れ
も
先
着
20
人
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
１
月
12 
日
f
ま
で
に

社
会
福
祉
課
へ
。
電
話
可
 

  
家
族
と
囲
む
食
卓
は
、
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら

食
事
す
る
な
か
で
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
べ
方
や

食
事
の
マ
ナ
ー
な
ど
適
切
な
食
習
慣
（
食
育
）
を

身
に
つ
け
る
良
い
機
会
で
す
。
 

町
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会
「
久
味
の
会
」

で
は
、
「
食
育
」
を
目
的
に
、
「
お
や
こ
の
食
育

教
室
」
を
開
き
ま
す
。
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
１
月
27
日
g
　
午
前
10 
時
〜
午
後
１
時
 

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー
 

対
象
／
町
内
在
住
の
4
歳
以
上
の
幼
児
・
小
学
生

と
そ
の
保
護
者
 

内
容
／
調
理
実
習
、
講
話
、
食
生
活
チ
ェ
ッ
ク
な

ど
 

費
用
／
一
家
族
2
0
0
円
（
食
材
料
費
お
よ
び
テ

キ
ス
ト
代
）
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
１
月
4
日
e
か
ら
19 

日
f
ま
で
の
間
に
長
寿
健
康
課
へ
。
電
話
可
 

  
町
立
保
育
所
の
平
成
19 
年
度
入
所
申
し
込
み
を

受
け
付
け
し
ま
す
。
 

詳
し
く
は
、
現
在
配
布
中
の
「
平
成
19 
年
度
保

育
所
入
所
の
手
引
き
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

受
付
日
程
／
１
月
15 
日
b
〜
19 
日
f
 

受
付
場
所
／
学
校
教
育
課
 

手
引
き
配
布
場
所
／
各
保
育
所
・
幼
稚
園
、
学
校

教
育
課
 

問
い
合
わ
せ
／
学
校
教
育
課
 

      
町
内
で
事
業
を
営
ん
で
い
る
法
人
や
個
人
で
、

償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
人
は
、
１
月
１
日
現

在
の
所
有
状
況
を
１
月
31
日
d
ま
で
に
税
務
課
へ

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、
平
成
18 
年
中
に
給
料
や
賃
金
な
ど
の
給

与
を
支
払
っ
た
事
業
主
は
、
金
額
の
多
少
に
か
か

わ
ら
ず
、
給
与
支
払
報
告
書
を
受
給
者
の
平
成
19 

年
１
月
１
日
現
在
の
住
所
地
の
市
区
町
村
へ
１
月

31
日
d
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
税
務
課
 

  
経
済
産
業
省
の
「
平
成
18 
年
工
業
統
計
調
査
」

が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。
 

こ
の
調
査
は
、
製
造
業
を
営
む
事
業
所
を
対
象

に
、
工
業
の
実
態
や
活
動
内
容
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
、
調
査
結
果
は
、
行
政

施
策
の
基
礎
資
料
や
企
業
、
大
学
等
の
研
究
資
料

と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。
 

調
査
員
が
１
月
中

旬
か
ら
調
査
に
お
伺

い
し
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
 

調
査
内
容
は
統
計

以
外
の
目
的
に
は
使

用
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、

あ
り
の
ま
ま
ご
記
入

く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
広
報
行
政
課
 

  
町
で
は
、
こ
こ
ろ
に
病
の
あ
る
人
を
対
象
に
、

仲
間
と
交
流
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
過
ご
し
て
い

た
だ
く
サ
ロ
ン
活
動
を
開
い
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
１
月
5
日
f
・
19 
日
f
　
午
後
１
時
30
分

〜
3
時
30
分
 

場
所
／
中
央
公
民
館
 

内
容
／
ビ
デ
オ
鑑
賞
、
カ
ラ
オ
ケ
、
ゲ
ー
ム
、
ビ

ー
ズ
手
芸
な
ど
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課
 

図
書
館 

ア
ル
バ
イ
ト
登
録
 

交
通
指
導
員
 

お
や
こ
の
食
育
教
室
 

手
話
教
室
 

保
育
所
入
所
申
し
込
み
 

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を
 

償
却
資
産
申
告
書
・
給
与
支
払
 

報
告
書
は
１
月
31
日
ま
で
に
 

こ
こ
ろ
の
サ
ロ
ン
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献
血
は
、
16 
歳
か
ら
69
歳
ま
で
幅
広
い
層
に
わ

た
っ
て
で
き
る
、
身
近
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

あ
な
た
の
血
液
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
医
療
現
場
で
、

心
か
ら
待
た
れ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
積
極
的

な
ご
協
力
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
、
健

康
保
険
証
な
ど
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
海
外
渡

航
経
験
の
あ
る
人
は
献
血
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
 

詳
し
く
は
、
京
都
府
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

1
0
7
5
（
5
3
１
）
0
１
１
１
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
１
月
12 
日
f
　
①
午
前
10 
時
〜
午
後
0
時

15 
分
　
②
午
後
2
時
〜
3
時
30
分
 

場
所
／
①
ゆ
う
ホ
ー
ル
　
②
中
央
公
民
館
 

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課
 

  
日
本
国
内
に
住
む
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
人
は
、

学
生
、
会
社
員
、
自
営
業
、
無
職
を
問
わ
ず
、
全

員
が
国
民
年
金
に
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
ま
す
。
 

国
民
年
金
は
、
老
後
に
年
金
を
生
涯
受
け
取
れ

る
だ
け
で
な
く
、
事
故
や
病
気
で
身
体
に
障
害
が

残
っ
た
と
き
や
死
亡
し
た
と
き
に
は
、
そ
の
遺
族

が
年
金
を
受
け
取
れ
る
不
測
の
事
態
に
も
備
え
た

制
度
で
す
。
 

勤
務
先
で
手
続
き
を
す
る
厚
生
年
金
（
共
済
組

合
）
加
入
者
と
そ
の
人
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶

者
以
外
の
人
は
、
20
歳
の
誕
生
日
過
ぎ
に
社
会
保

険
事
務
所
か
ら
年
金
手
帳
と
納
付
書
が
送
ら
れ
ま

す
。
 

収
入
が
少
な
く
保
険
料
が
納
め
ら
れ
な
い
と
き

は
、
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
学
生
の
人

に
は
、
特
例
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
京
都
南
社
会
保
険
事
務
所
1
0
7
 

5
（
6
4
3
）
3
5
4
１
、
住
民
課
 

  
老
人
保
健
で
は
、
１
か
月
の
医
療
費
の
自
己
負

担
額
が
高
額
に
な
っ
た
場
合
、
左
表
の
自
己
負
担

限
度
額
を
こ
え
た
分
を
、
申
請
に
よ
り
給
付
す
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。
 

該
当
さ
れ
る
人
に
は
通
知
を
し
ま
す
の
で
、
老

人
保
健
受
給
者
証
と
健
康
保
険
証
、
印
鑑
、
預
貯

金
通
帳
を
ご
持
参
の
う
え
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
 

す
で
に
申
請
さ
れ
た
人
は
、
申
請
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
 

                  問
い
合
わ
せ
／
国
保
医
療
課
 

   
犬
や
猫
な
ど
の
ペ
ッ
ト
は
、
愛
情
と
責
任
を
持

っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。
犬
の
放
し
飼
い
や
散
歩
中

の
犬
の
ふ
ん
は
迷
惑
に
な
り
ま
す
。
犬
は
し
っ
か

り
つ
な
い
で
飼
い
、
散
歩
時
に
は
ス
コ
ッ
プ
と
回

収
袋
を
持
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
。
 

ど
う
し
て
も
飼
え
な
く
な
っ
た
犬
や
猫
は
、
次

の
日
時
に
連
れ
て
来
て
く
だ
さ
い
。
 

日
時
・
場
所
／
環
境
保
全
課
…
毎
週
火
曜
日
（
１

月
2
日
を
除
く
）
　
午
後
2
時
10 
分
〜
2
時

20
分
　
府
山
城
北
保
健
所
…
毎
週
月
曜
日（
祝

日
を
除
く
）
　
午
前
9
時
〜
10 
時
30
分
 

問
い
合
わ
せ
／
環
境
保
全
課
 

  
平
成
18 
年
10 
月
2
日
か
ら
廃
消
火
器
の
エ
コ
サ

イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
が
開
始
さ
れ
、
家
庭
で
使
え
な

く
な
っ
た
消
火
器
を
全
国
ど
こ
で
も
同
じ
方
法
、

同
一
料
金
（
2
，
3
１
0
円
　
箱
代
、
郵
送
料
、

処
理
費
用
）
で
回
収
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

リ
サ
イ
ク
ル
処
理
の
手
順
は
、
簡
単
な
3
段
階

方
式
で
す
。
 

①
エ
コ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
（
7
0
１
2
0
―
8
 

　
2
2
―
3
0
6
）
へ
、
廃
消
火
器
の
回
収
申
し

込
み
を
し
ま
す
。
 

②
ゆ
う
パ
ッ
ク
回
収
キ
ッ
ト
が
、
ご
自
宅
に
届
き

ま
す
。
 

③
ゆ
う
パ
ッ
ク
回
収
キ
ッ
ト
で
梱
包
し
た
後
に
、

再
資
源
化
施
設
へ
発
送
し
ま
す
。
 

※
料
金
は
、
ゆ
う
パ
ッ
ク
回
収
キ
ッ
ト
お
届
け
時

に
代
引
で
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。
 

現
在
、
使
え
な
く
な
っ
た
消
火
器
を
お
持
ち
の

人
は
、
エ
コ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
を
ご
利
用
い
た

だ
き
、
適
正
な
リ
サ
イ
ク
ル
処
理
を
お
願
い
し
ま

す
。
詳
し
く
は
、
消
火
器
エ
コ
サ
イ
ク
ル
事
務
局

7
0
１
2
0
―
6
１
１
―
7
2
１
へ
。
 

問
い
合
わ
せ
／
環
境
保
全
課
 

   

  
保
育
所
の
遊
戯
室
や
園
庭
に
親
子
が
気
軽
に
集

ま
っ
て
、
一
緒
に
遊
び
な
が
ら
子
育
て
の
情
報
交

換
や
交
流
を
し
ま
す
。
 

校
区
に
関
係
な
く
、
ど
の
保
育
所
で
も
参
加
で

き
ま
す
。
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
１
月
16 
日
c
　
午
前
10 
時
〜
11 
時
30
分
 

場
所
／
佐
山
・
御
牧
・
宮
ノ
後
保
育
所
 

内
容
／
お
正
月
遊
び
 

対
象
／
町
内
在
住
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
 

持
ち
物
／
着
替
え
・
水
筒
 

問
い
合
わ
せ
／
各
保
育
所
 

 
 
佐
山
1
0
7
7
4
（
4
3
）
2
9
7
0
 

 
 
御
牧
1
0
7
5
（
6
3
１
）
2
4
7
5
　
 

 
 
宮
ノ
後
1
0
7
7
4
（
4
3
）
4
9
0
6
 

  
町
で
は
、
20
歳
を
迎

え
る
新
成
人
の
み
な
さ

ん
を
お
祝
い
す
る
成
人

式
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

新
成
人
の
み
な
さ
ん
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
１
月
8
日
-
　

受
付
…
午
前
10 
時
30
分
か
ら
　
式
典
…
午
前

11 
時
か
ら
　
交
歓
会
…
午
後
0
時
30
分
〜

2
時
ご
ろ
 

場
所
／
中
央
公
民
館
 

対
象
／
昭
和
61
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
62
年
4
月

１
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
人
 

※
対
象
者
に
は
、
12 
月
上
旬
に
案
内
を
送
付
し
て

い
ま
す
。
届
い
て
い
な
い
人
は
、
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
教
育
課
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広報くみやま 平成19年1月1日 

社会を明るくする運動 
標語入選作品＝敬称略＝ 

「ダルイ」とは　未来の扉を　閉ざす言葉（久御山中2年・大里太一） 
悪口は　心をつぶす　言葉です　　　　　（久御山中2年・内田双四郎） 

今
月
の
献
血
 

20
歳
の
み
な
さ
ん
へ
 

ス
キ
ッ
プ
広
場
 

成
人
式
 

廃
消
火
器
の
リ
サ
イ
ク
ル
 

老
人
保
健
の
高
額
医
療
費
 

ペ
ッ
ト
は
愛
情
を
持
っ
て
 

飼
い
ま
し
ょ
う
 

※入院の場合、1か月の一部負担金は限度額までの負担となります。入院時の食事代
や差額ベッド代などは、支給対象となりません。 

※老人保健法医療受給者証の、一部負担の割合の部分に「自己負担限度額（一般）適
用」と表記されている人の自己負担限度額は、一般となります。（定率負担は3割） 

44,400円 
 
 

12,000円 

8,000円 

一定以上の所得がある人 
（定率3割負担） 

低所得者（住民税非課税 
世帯など）定率1割負担 

　80,100円（医療費が267,000
円を超えた場合は、超えた分の1
％を加算） 
　過去12か月間に4回以上高額
医療費の支給があった場合4回目
以降は44,400円 

自己負担限度額（月額） 
自己負担限度額 

外来（個人ごと） （外来＋入院） 

一般（定率1割負担） 44,400円 
24,600円 
15,000円 

所得区分 

Ⅱ 
Ⅰ 



   
平
成
19 
年
度
の
町
立
学
校
体
育
施
設（
体
育
館
・

グ
ラ
ウ
ン
ド
）
使
用
団
体
の
登
録
の
受
け
付
け
を

お
こ
な
い
ま
す
。
前
年
度
に
登
録
さ
れ
た
団
体
も

再
登
録
が
必
要
で
す
。
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
の
10 
人
以
上
で
構
成
さ

れ
、同
施
設
を
継
続
的
に
使
用
す
る
団
体（
代

表
者
は
、
成
人
に
限
る
）
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
１
月
4
日
e
か
ら
社

会
教
育
課
へ
。
 

※
有
料
ス
ポ
ー
ツ
施
設
使
用
団
体
の
登
録
受
け
付

け
は
、
19 
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
 

  
公
共
下
水
道
の
整
備
の
た
め
、
次
の
場
所
で
下

水
道
管
敷
設
工
事
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

期
間
中
は
、
付
近
の
人
や
通
行
さ
れ
る
み
な
さ

ん
に
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

           問
い
合
わ
せ
／
下
水
道
課
 

  
水
道
管
は
、
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
4
℃
以
下
に
な

る
と
凍
っ
て
破
損
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
特
に

水
道
管
が
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
や
風

当
た
り
の
強
い
と
こ
ろ
は
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

★
凍
結
を
防
ぐ
に
は
 

水
道
管
や
蛇
口
に
ス
ポ
ン
ジ
や
タ
オ
ル
な
ど
の

保
温
材
を
巻
き
つ
け
、
濡
れ
な
い
よ
う
に
そ
の

上
か
ら
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
な
ど
を
巻
い
て
く
だ

さ
い
。
 

★
凍
っ
て
水
が
出
な
い
と
き
は
 

蛇
口
を
全
開
に
し
て
、
凍
っ

た
部
分
に
タ
オ
ル
な
ど
を
か

ぶ
せ
て
、
ぬ
る
ま
湯
を
ゆ
っ

く
り
か
け
て
溶
か
し
て
く
だ

さ
い
。
急
に
熱
湯
を
か
け
る

と
ひ
び
割
れ
や
破
損
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

★
水
道
管
が
破
裂
し
た
と
き
は
 

止
水
栓
（
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
）
を
閉
め
て
、

町
指
定
給
水
工
事
事
業
者
に
修
理
を
依
頼
し
て

く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
水
道
課
 

  日
時
／
１
月
29
日
b
　
午
後
１
時
〜
3
時
30
分
 

場
所
／
府
山
城
北
保
健
所
（
宇
治
市
宇
治
若
森
7

の
6
）
 

対
象
／
神
経
系
難
病
お
よ
び
そ
の
疑
い
が
あ
る
人

や
そ
の
家
族
 

※
神
経
系
難
病
…
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
、
多
発
性
硬

化
症
、
脊
髄
小
脳
変
性
症
、
重
症
筋
無
力
症
な

ど
 

内
容
／
専
門
医
に
よ
る
個
別
相
談
と
指
導
・
助
言
 

担
当
医
師
／
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
　
南

京
都
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
医
長
　

岡
伸
幸
医
師
 

定
員
／
先
着
6
人
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
府
山
城
北
保
健
所
　

保
健
室
感
染
症
・
難
病
担
当
1
0
7
7
4（
2

１
）
2
9
１
１
へ
。
 

   
医
療
従
事
者
等
の
資
格
を
有
す
る
人
は
、
2
年

ご
と
に
12 
月
31
日
現
在
の
就
業
状
況
等
を
厚
生
労

働
大
臣
ま
た
は
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
年
は
届
出
の
年
と
な
っ
て
い

ま
す
。
 

左
表
に
該
当
す
る
人
は
、
１
月
15 
日
b
ま
で
に

届
け
出
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。
 

              問
い
合
わ
せ
／
府
山
城
北
保
健
所
企
画
調
整
室
 

 
 
1
0
7
7
4
（
2
１
）
2
１
9
9
 

   
山
城
北
部
地
域
の
7
市
町
の
社
会
福
祉
協
議
会

で
は
、
誰
も
が
安
心
し
て
「
わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
」

で
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
、
そ
し
て
、
住
民
同

士
が
寄
り
添
い
、
支
え
あ
う
こ
と
で
、
み
ん
な
が

「
わ
た
し
ら
し
い
生
き
方
」
の
で
き
る
地
域
を
つ

く
っ
て
い
く
た
め
の
講
座
を
開
き
ま
す
。
 

日
時
／
①
１
月
23
日
c
、
②
27
日
g
、
③
2
月
3

日
g
、
④
2
月
8
日
e
　
い
ず
れ
も
午
後
１

時
30
分
〜
4
時
 

場
所
／
①
・
③
城
陽
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
②
・

④
京
田
辺
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

内
容
／
①
講
義
＆
活
動
報
告
「
あ
な
た
に
よ
り
添

う
地
域
の
チ
カ
ラ
」
　
②
講
義
「
あ
な
た
の

生
き
方
支
え
ま
す
」
　
③
・
④
講
義
＆
演
習

「
地
域
は
こ
ん
な
に
あ
っ
た
か
い
」
 

※
③
・
④
は
、
選
択
参
加
で
す
。
 

対
象
／
障
害
の
あ
る
人
、
高
齢
者
の
地
域
で
の
生

活
支
援
に
関
心
の
あ
る
人
な
ど
 

費
用
／
無
料
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
町
社
会
福
祉
協
議
会

に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
ご

記
入
の
う
え
、
１
月
15 
日
b
ま
で
に
同
協
議

会
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

   【
行
政
・
人
権
擁
護
相
談
】
 

１
月
16 
日
c
　
午
前
10 
時
〜
午
後
3
時
　
役
場
庁
 

舎
1
階
相
談
室
1
 

【
無
料
法
律
相
談
】
 

１
月
18 
日
e
　
午
後
１
時
〜
3
時
　
役
場
庁
舎
１
 

階
相
談
室
１
　
定
員
6
人
（
先
着
順
）
 

※
申
し
込
み
は
、
広
報
行
政
課
へ
。
電
話
可
 

【
女
性
の
た
め
の
相
談
】
  

１
月
9
日
c
・
23
日
c
　
午
前
10 
時
〜
午
後
１
時
 

中
央
公
民
館
1
階
教
養
室
3
号
 

※
面
談
・
電
話
相
談
と
も
に
前
日
ま
で
に
社
会
教

育
課
に
申
し
込
み
が
必
要
。
（
定
員
に
満
た
な

い
場
合
は
当
日
も
受
け
付
け
ま
す
）
 

【
心
配
ご
と
相
談
】
（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）
 

１
月
11 
日
e
・
25
日
e
　
午
後
１
時
〜
4
時
 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

▽
ふ
れ
あ
い
テ
レ
ホ
ン
相
談
 

相
談
専
用
電
話
1
0
7
5
（
6
3
１
）
3
4
2
１
 

相
談
時
間
　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
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社会を明るくする運動 
標語入選作品＝敬称略＝ 

突っ走る　心にブレーキ　かける友　　（久御山中3年・　紗恵子） 
やさしさで　築きあげよう　社会の和　（久御山中1年・片岡侑子） 

下
水
道
工
事
に
ご
協
力
を
 

水
道
管
の
凍
結
に
ご
注
意
を
 

医
療
従
事
者
の
届
け
出
は
 

1
月
15
日
ま
で
に
 

町
立
学
校
体
育
施
設
 

使
用
団
体
の
登
録
 

難
病
（
神
経
系
）
相
談
 

新
・
地
域
生
活
支
援
 

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
 

府山城北保健所企画調整室 
（宇治市宇治若森7の6） 
※住所地または就業地のい
ずれかの最寄りの保健所 

府保健福祉部医療室 

（上京区下立売通新町 　西入薮ノ内町　　　） 
1075（414）4749

府山城北保健所企画調整室 
（宇治市宇治若森7の6） 
※住所地または就業地のい
ずれかの最寄りの保健所 

医師・歯科医
師・薬剤師 

保健師・助産
師・看護師・准
看護師・歯科
衛生士・歯科
技工士で12月
31日現在、府
内を就業地と
して業務に従
事している人 

就業地が 
京都市内 
以外の府 
内 

すべて 

就業地が 
京都市内 

届け出先 資格等の区分 

▼佐山処理分区（市田地区） 

※工期は、平成19年3月中旬まで 

府道八幡宇治線 



〈
申
し
込
み
と
費
用
〉
 

各
教
室
の
参
加
申
し
込
み
は
、
来
館
ま
た
は
電

話
で
参
加
者
本
人
か
そ
の
保
護
者
な
ど
が
お
こ
な

っ
て
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り

ま
す
。
 

費
用
は
１
月
10 
日
d
（
10 
日
ま
で
の
教
室
に
つ

い
て
は
開
催
日
の
前
日
）
ま
で
に
ゆ
う
ホ
ー
ル
窓

口
（
午
前
9
時
〜
午
後
8
時
）
へ
お
支
払
い
く
だ

さ
い
。
費
用
の
記
載
が
な
い
教
室
は
無
料
で
す
。
 

  
日
時
／
１
月
10 
日
d
・
24
日
d
　
午
前
10 
時
〜
11 

時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
お
お
む
ね
50
歳
以
上

の
人
 

内
容
／
先
生
の
ピ
ア
ノ
に
あ
わ
せ
て
、
童
謡
な
ど

を
楽
し
く
歌
い
ま
す
。
 

定
員
／
各
60
人
。
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
当

日
、
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

費
用
／
資
料
代
の
み
必
要
で
す
。
 

  日
時
／
１
月
10 
日
d
　
午
後
１
時
30
分
〜
4
時
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
自
然
・
紀
行
・
映
画
な
ど
の
ビ
デ
オ
を
鑑

賞
し
ま
す
。
今
回
は
「
世
界
遺
産
」
と
「
映

画
」
で
す
。
 

定
員
／
25
人
。
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
当
日
、

直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

  ▼
初
め
て
の
エ
ク
セ
ル
 

日
時
／
１
月
16 
日
c
・
17 
日
d
・
18 
日
e
（
3
回
 
 

コ
ー
ス
）
　
午
後
１
時
30
分
〜
3
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
初
心
者
向
け
の
エ
ク
セ
ル
教
室
で
す
。
 

定
員
／
16 
人
 

費
用
／
2
，
0
0
0
円
（
資
料
代
含
む
）
 

▼
パ
ソ
コ
ン
自
習
教
室
 

日
時
／
１
月
18 
日
e
　
午
後
5
時
〜
8
時
　
24
日

d
　
午
前
9
時
〜
正
午
　
26
日
f
　
午
後
１

時
〜
4
時
 

対
象
／
今
ま
で
に
ゆ
う
ホ
ー
ル
の
パ
ソ
コ
ン
教
室

を
受
講
し
た
人
 

内
容
／
教
室
の
パ
ソ
コ
ン
で
、
受
講
内
容
を
自
由

に
自
習
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
わ
か
ら
な
い

こ
と
は
、
指
導
員
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
 

定
員
／
16 
人
 

費
用
／
3
0
0
円
 

           日
時
／
１
月
13 
日
g
　
午
後
8
時
〜
9
時
　
27
日

g
　
午
後
7
時
〜
8
時
　
（
受
け
付
け
は
終

了
時
間
の
30
分
前
ま
で
）
 

対
象
／
星
空
に
興
味
の
あ
る
人
な
ら
、
だ
れ
で
も

参
加
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
小
学
生
以
下
は

保
護
者
の
同
伴
が
必
要
で
す
。
 

内
容
／
天
体
望
遠
鏡
で
星
空
の
観
察
を
し
ま
す
。
 

  日
時
／
１
月
27
日
g
　
午
前
8
時
50
分
〜
午
後
3

時
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
以
上
の
人
。
た
だ
し
、

小
学
１
〜
2
年
生
は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要

で
す
。
 

内
容
／
琵
琶
湖
に
飛
来
す
る
水
鳥
を
観
察
し
ま
す
。
 

定
員
／
20
人
 

費
用
／
2
0
0
円
 

  日
時
／
１
月
14 
日
a
　
①
午
前
10 
時
〜
正
午
　
②

午
後
2
時
〜
4
時
 

※
①
・
②
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
以
上
の
人
。
た
だ
し
、

小
学
１
〜
3
年
生
は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要

で
す
。
 

内
容
／
静
電
気
の
力
で
物
を
動
か
し
ま
す
。
 

定
員
／
各
8
組
 

費
用
／
１
0
0
円
 

  日
時
／
１
月
13 
日
g
　
午
前
9
時
30
分
〜
11 
時
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
2
〜
6
年
生
 

内
容
／
漢
字
に
慣
れ
親
し
み
、
文
字
を
て
い
ね
い

に
書
く
こ
と
を
学
び
ま
す
。
 

定
員
／
20
人
 

  日
時
／
１
月
20
日
g
　
①
午
前
9
時
〜
正
午
　
②

午
後
2
時
〜
5
時
　
21
日
a
　
③
午
前
9
時

〜
正
午
　
④
午
後
2
時
〜
5
時
 

※
①
か
ら
④
の
い
ず
れ
か
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
（
親
子
も
可
）
 

内
容
／
動
く
お
も
ち
ゃ「
く
る
ま
の
コ
ー
ス
タ
ー
」

を
作
り
ま
す
。
 

定
員
／
各
8
組
 

費
用
／
5
0
0
円
 

  日
時
／
１
月
12 
日
f
・
19 
日
f
（
2
回
コ
ー
ス
）
 

　
　
午
前
10 
時
30
分
〜
11 
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
 

内
容
／
子
ど
も
と
一
緒
に
遊
び
、
み
ん
な
で
子
育

て
に
つ
い
て
お
話
を
し
ま
し
ょ
う
。
 

定
員
／
18 
組
 

         日
程
／
2
月
2
日
か
ら
3
月
9
日
ま
で
の
毎
週
金

曜
日
（
6
回
コ
ー
ス
）
　
午
後
１
時
30
分
〜

3
時
 

対
象
／
15 
歳
以
上
の
人
（
中
学
生
は
不
可
）
 

内
容
／
太
極
拳
を
初
歩
か
ら
学
び
ま
す
。
 

定
員
／
先
着
30
人
 

受
講
料
／
2
，
0
0
0
円
 

  日
程
／
2
月
17 
日
か
ら
3
月
10 
日
ま
で
の
毎
週
土

曜
日
（
4
回
コ
ー
ス
）
　
午
後
１
時
30
分
〜

4
時
 

対
象
／
18 
歳
以
上
（
高
校
生
不
可
）
 

内
容
／
普
通
の
ボ
ー
ル
よ
り
大
き
く
て
軽
い
の
で
、

ラ
リ
ー
が
続
き
や
す
く
、
初
心
者
で
も
気
軽

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
「
ほ
ほ
え
み
」
 

漢
字
の
達
人
教
室
 

小
学
生
工
作
教
室
 

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
教
室
 

太
極
拳
教
室
 

申込は1月5日F

午前9時から 

【休館日】 
毎週月曜日 

（祝日の場合は、その翌日） 

10774（45）0002

申込は1月5日F

午前9時から 

【休館日】 
毎週水曜日 

10774（44）3700

身
近
な
野
鳥
観
察
会
 

週
末
の
星
空
観
察
会
 

小
学
生
（
親
子
）
科
学
教
室
 

パ
ソ
コ
ン
教
室
 

童
謡
を
楽
し
む
会
 

大
人
ビ
デ
オ
鑑
賞
教
室
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年始休館のお知らせ　&文化スポーツ事業団の各施設は、 
　　　　　　　　　　 1月4日Eまで休館します。 



　
　
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

定
員
／
先
着
30
人
 

受
講
料
／
１
，
5
0
0
円
 

  日
程
／
2
月
3
日
か
ら
3
月
10 
日
ま
で
の
毎
週
土

曜
日
（
6
回
コ
ー
ス
）
　
午
後
１
時
30
分
〜

3
時
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
4
〜
6
年
生
 

定
員
／
先
着
30
人
 

  日
時
／
①
１
月
13 
日
g
・
②
27
日
g
　
午
前
9
時

〜
正
午
 

種
目
／
①
小
学
生
用
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
卓
球
　
②
小
学
生
用
バ
ス
 

 
 
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
、
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
 

内
容
／
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
を
無
料
で
開
放
し
ま
す
。

申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。
 

             日
時
／
①
１
月
11 
日
e
・
16 
日
c
・
22
日
b
　
午

後
7
時
か
ら
8
時
　
②
１
月
14 
日
a
・
20
日

g
・
28
日
a
　
午
前
10 
時
か
ら
11 
時
 

※
①
・
②
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

対
象
／
15 
歳
以
上
の
人
（
中
学
生
は
不
可
）
 

内
容
／
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の
使
用
方

法
な
ど
を
学
び
、
機
器
を
利
用
す
る
た
め
に

必
要
な
講
習
会
で
す
。
ま
た
、
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。
 

定
員
／
各
15 
人
（
先
着
順
）
 

費
用
／
5
0
0
円
（
講
習
会
受
講
済
で
相
談
だ
け

の
場
合
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
使
用
料

の
み
必
要
で
す
。）
 

   
平
成
19 
年
度
の
有
料
ス
ポ
ー
ツ
施
設
使
用
団
体

の
登
録
を
受
け
付
け
ま
す
。
前
年
度
に
登
録
さ
れ

た
団
体
も
再
登
録
が
必
要
で
す
。
 

対
象
施
設
／
総
合
体
育
館
、
中
央
公
園
（
野
球
場
・

庭
球
場
）、
木
津
川
河
川
敷
運
動
広
場
（
野
球

場
・
球
技
場
）、
町
民
プ
ー
ル
前
庭
球
場
 

資
格
／
町
内
在
住
・
在
勤
の
10 
人
以
上
で
構
成
さ

れ
、
継
続
的
に
使
用
さ
れ
る
団
体
 

申
し
込
み
／
１
月
5
日
f
か
ら
30
日
c
の
間
に
総

合
体
育
館
へ
。
 

※
町
立
学
校
体
育
施
設
使
用
団
体
の
登
録
受
け
付

け
は
、
17 
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
 

         日
時
／
１
月
23
日
c
　
午
後
１
時
30
分
〜
3
時
30

分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
セ
ー
タ
ー
に
映
え
る
素
敵
な
ネ
ッ
ク
レ
ス
 

　
　
を
作
り
ま
す
。
 

講
師
／
奥
谷
昌
美
さ
ん
 

定
員
／
20
人
 

費
用
／
１
，
5
0
0
円
 

  日
時
／
１
月
30
日
c
　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
冬
の
寒
さ
を
乗
り
切
る
た
め
、
蒸
し
寿
司
、

大
根
と
干
し
貝
柱
の
ス
ー
プ
な
ど
を
作
り
ま

す
。
 

講
師
／
木
下
穂
支
子
さ
ん
 

定
員
／
20
人
 

費
用
／
8
0
0
円
 

  日
時
／
2
月
１
日
e
　
午
後
6
時
30
分
〜
9
時
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
プ
ロ
か
ら
バ
レ
ン
タ
イ
ン
ケ
ー
キ
の
作
り

方
を
学
び
ま
す
。
 

講
師
／
松
尾
伊
左
男
さ
ん
 

定
員
／
20
人
 

費
用
／
１
，
5
0
0
円
 

  日
時
／
2
月
3
日
g
　
午
前
10 
時
〜
正
午
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
学
の
小
学
生
 

内
容
／
Ａ
Ｅ
Ｔ
エ
ミ
ー
先
生
と
音
楽
や
ゲ
ー
ム
・

お
菓
子
作
り
で
楽
し
く
遊
ぼ
う
！
 

定
員
／
20
人
 

費
用
／
3
0
0
円
 

※
参
加
申
し
込
み
の
少
な
い
教
室
は
開
催
を
中
止

ま
た
は
延
期
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
 

使
用
講
習
会
＆
相
談
日
 

有
料
ス
ポ
ー
ツ
施
設
 

使
用
団
体
の
登
録
受
け
付
け
 

小
学
生
卓
球
教
室
 

体
育
館
開
放
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー
 

冬
の
健
康
食
教
室
 

バ
レ
ン
タ
イ
ン
ケ
ー
キ
教
室
 

こ
ど
も
国
際
交
流
教
室
 

ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー
教
室
 

申込は1月5日F

午前9時から 

【休館日】 
毎週水曜日 

1075（631）1000

（
前
月
比
／
増
１６
人
）
 

総人口 
男　性 
女　性 
世帯数 

1 7 , 1 6 5人　 
8 , 5 6 6人　 
8 , 5 9 9人　 
6 , 6 5 6世帯 

出　生 
死　亡 
転　入 
転　出 

1 6人　 
8人　 
7 8人　 
7 0人　 

〈11月中の動き〉 

〈12月1日現在〉    【
連
絡
先
】
 

　
　
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

　
　
1
0
7
5
（
6
3
１
）
0
0
2
2
 

【
譲
っ
て
く
だ
さ
い
】
 

　
　
▽
車
い
す
 

多
く
の
人
が
お
待
ち
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
協
力
く

だ
さ
い
。
 

    
      【

休
苑
日
】
土
曜
日
の
午
後
・
日
曜
日
・
祝
日
 

【
入
浴
日
時
】
 

　
　
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
（
休
苑
日
除
く
）
 

　
　
午
後
１
時
〜
3
時
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体育館定期清掃　総合体育館は、館内の定期清掃のため3月6日Cは 
　　　　　　　　臨時休館します。ご了承ください。 
 



※三種混合（ジフテリア・百日せき・破傷風）、麻しん・風しん混合、日本脳炎（現在見合わせ中）は、個別接種となっています。 
　年間を通して、予防接種協力医療機関で接種できますので、医師と相談のうえ、受けてください。 
※予防接種を受けられるときは、「予防接種手帳」または「予防接種と子どもの健康」をよく読んで、母子健康手帳を必ずご持参ください。 

健 診 名 な ど 日（曜） 受付時間 対　　象 内　　　容 

会場は、保健センター（※はいきいきホール）です。予防接種・健診には母子健康手帳を必ずご持参ください。 
問い合わせ／長寿健康課保健予防係 

健 　 診 ・ 相 　 談  

23日C

健 康 相 談  4 0歳以上の人 

歯科医師による健康診査、歯
科衛生士による歯みがき指導 

保健師等による健康相談 

成 人 歯 科 検 診  
40歳以上の人・
妊婦 

11日E 午前10時～正午 

午後1時～1時30分 

母　子　保　健 
健 診 名 な ど 日（曜） 受付時間 対　　象 内　　　容 

※ 

乳 幼 児 相 談  午前9時30分～11時 乳 　 幼 　 児  ことば・しつけ・栄養などの相談 12日F

すくすくひろば（親子教室） 午前9時45分～10時 
生後10か月～おおむ
ね1歳6か月の乳幼児 

1歳前後の育児遊びについて
のお話しと自由遊び 

5日F

1 0 か 月 児 健 診  午後1時20分～1時50分 平成18年3月生まれ 
医師による健康診査　　　　
離乳・保育・栄養などの指導 

15日B

3 ～ 4 か 月 児 健 診  午後1時20分～2時 個人通知が届いた人 
医師による健康診査、ＢＣＧ予防接種、離
乳・保育・栄養などの指導、ブックスタート 

16日C

パパ＆ママ教室（第1回） 午後1時～1時15分 妊 婦 と 夫  
妊娠中の過ごし方、プレママ体
操、交流会 

11日E

1 歳 8 か 月 児 健 診  午後1時20分～2時 平成17年4月生まれ 
医師、歯科医師による健康診
査、身体的・精神的な発達指導 

19日F

パパ＆ママ教室（第2回） 午前11時～11時15分 妊 婦 と 夫  
調理実習（妊娠中の栄養）、交
流会 

18日E

3 歳 児 健 診  午後1時20分～2時 平成15年6月生まれ 
医師、歯科医師による健康診
査、身体的・精神的な発達指導 

26日F

パパ＆ママ教室（第3回） 午後1時～1時15分 妊 婦 と 夫  
歯科検診、赤ちゃんの歯の話、
交流会 

23日C

離 乳 食 教 室  午後1時～1時15分 
満3か月～10か月児
の保護者 

離乳食の指導、作り方の実習と
試食 

25日E

2歳6か月児歯科健診 午後1時20分～1時40分 平成16年6月生まれ 
歯科医師による健康診査および予
防指導、身体的・精神的な発達指導 

23日C

予　防　接　種 
予 防 接 種 名  日（曜） 受付時間 対 　 象 ・ 接 　 種 　 方 　 法  

・6か月未満の乳児（3～4か月児健診対象者は健診時に接種） 午後1時40分～1時55分 16日CＢ Ｃ Ｇ 予 防 接 種  

10か月児健診（12月11日）で 
見つけたかわいい笑顔です。 
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保健予防のコーナー 

町公共機関電話番号 
■役場（代表） 
　1 075（631）6111/0774（45）0001 
　6 075（632）1899 
■各課（直通） 
　総　務　課　631－9991/45－3922 
　企画財政課　631－9992/45－3924 
　広報行政課　631－9993/45－3926 
　税　務　課　631－9926/45－3908 
　社会福祉課　631－9902/45－3902 
　長寿健康課　631－9903/45－3904 
　住　民　課　631－9904/45－3905 
　国保医療課　631－9913/45－3906

環境保全課　631－9917/45－3907 
監　理　課　631－9952/45－3910 
道路河川課　631－9961/45－3912 
産　業　課　631－9964/45－3914 
都市計画課　631－9966/45－3915 
学校教育課　631－9974/45－3917 
社会教育課　631－9980/45－3918 
水　道　課　631－9987/45－3919 
下 水 道 課　631－9990/45－3920 
議会事務局　631－9996/45－0105 
会　計　課　631－9932/45－3909

1消 防 本 部 
1ふれあい交流館ゆうホール 
 
1図　書　館 
1中央公民館 
1総合体育館 
1町体育協会 
1健康センターいきいきホール 
 
1老人福祉センター荒見苑 
 
1地域福祉センター 
　（町社会福祉協議会） 
1シルバー人材センター 

631－1515 
 

45－0002 
45－0003 
631－1000 
44－3700 
44－2205 

 
41－3466 

 
44－3405 

 
 

41－1881

6632－5382 
 

646－5610 
646－5690 

6632－0031 
644－2203 
644－2203 

 
644－1199 

 
644－7801 
631－0022 

6632－3001 
643－4546



し　　尿 
藤和田・島田・東島田・坊之池（府道以南）東一

口（国道１号以東）・森（国道１号以東）・野村・

村東・佐山・新開地・佐古・清水・林・市田・田

井・荒見・下津屋 

北川顔（府道以東）・坊之池（府道以北）・森（国道１号

以西）・西一口・東一口（国道１号以西）・中島・相島 

大橋辺・北川顔（府道以西） 

くみもれの場合は、必ず収集口から確認のうえ、翌日（翌日が土曜日・日曜日・祝日の場合はそ

の翌日）に、城南衛生管理組合1075（631）5171へ連絡してください。 

12日F

15日B

18日E

燃やさないごみ 
佐古・新開地・津田電線社宅・

佐山・籾池・双栗・松陽台・サ

ンタウン佐山・佐山サンハイツ 

市田・鈴間・栄１・２丁目・栄

３・４丁目・清水・林・西武西

林・ミサワ林・ハイツ西宇治 

田井・荒見・下津屋・下津屋サ

ンハイツ・下津屋団地・大橋 

辺・北川顔・藤和田・近協パレ

ス・島田・東島田 

坊之池・森・野村・村東・中 

島・西一口・東一口・相島 

東佐山団地・久御山団地（公団） 

月 

火 

水 

木 

金 

日付は年始の開始日です。 

5日F1月 

4日E1月 

8日_1月 

9日C1月 

１０日D1月 

燃やすごみ 
佐古・新開地・津田電線社宅・

佐山・籾池・双栗・市田・鈴 

間・田井・荒見・下津屋・下津

屋サンハイツ・島田・東島田・

森・坊之池・野村・村東 

松陽台・サンタウン佐山・佐山

サンハイツ・栄１・２丁目・栄 

３・４丁目・ハイツ西宇治・清

水・林・西武西林・ミサワ林・

大橋辺・北川顔・藤和田・近協

パレス・中島・西一口・東一 

口・相島・下津屋団地・東佐山

団地 

久御山団地（公団） 

月・木 

火・水・金 

火・金 

日付は年始の開始日です。 

4日E1月 

4日E1月 

5日F1月 

リサイクルごみ 

使用済みてんぷら油 

缶 類  
ペットボトル 
紙 パ ッ ク 

び ん 類  
発泡食品トレー 
発泡スチロール 

17日 
（第３水曜日） 

10日 
（第２水曜日） 
24日 

（第４水曜日） 

※軽く水洗いをして、分別し中
身の見える袋に入れて出して
ください。 

※びん・ペットボトルは、必ずふ
たをはずしてください。 

10日（第２水曜日） 
※指定の場所に油が入っていた容 
　器等に入れて出してください。 

1月のごみ・し尿収集日 

ラクラク節約・快適エコライフ　Vol.19
省エネラベル 
省エネラベルで製品の省エネ性能が

わかります。今号では、冷蔵庫やエア
コン、テレビに表示されている省エネ
ラベルについて紹介します。 

購入の際は、年間消費電力量や目安
電気料金も参考にして、家族の人数や
部屋の広さにあったものを選びましょ
う。 
　問い合わせ／環境保全課 

　2006年度版という表示は、ラベル 
全体が何年度のものか示しています。 

　★印は省エネの性能の高い順に5つ 
星から1つ星までの5段階で表示して 
います。 

　省エネ性マーク、目標年度や省エネ 
基準達成率などは、製品ごとに決めら 
れた省エネ目標年度や目標値を達成で 
きているかどうかを表しています。基 
準値を達成すると緑色、未達成の場合 
はオレンジ色で示されます。 
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環境保全のコーナー 



久
御
山
町
郷
土
史
会
会
長 

　
　
　
　
　
　
　
阪
部
　
五
三
夫 

  伊
勢
信
仰
に
基
づ
き
主
に
伊
勢
神
宮

へ
の
参
拝
を
目
的
に
結
成
さ
れ
た
も
の

に
伊
勢
講
（
明
神
講
）
が
あ
る
。
信
者

の
集
団
で
あ
る
伊
勢
講
は
、
江
戸
時
代

に
は
、
御
牧
郷
一
三
カ
村
と
佐
山
組
六

カ
村
で
数
十
組
も
あ
っ
た
と
い
う
。
 

村
々
の
伊
勢
講
は
、
一
○
〜
二
○
軒

で
組
が
結
成
さ
れ
、
正
月
の
初
伊
勢
講

の
会
合
で
、
代
参
人
（
伊
勢
神
宮
へ
参

拝
す
る
代
表
者
）
が
決
め
ら
れ
た
。
代

参
人
の
決
定
は
籤
引
き
で
行
わ
れ
、
代

参
を
済
ま
し
た
人
の
名
前
は
抜
い
て
あ

る
の
で
、
籤
と
い
っ
て
も
順
番
の
よ
う

な
も
の
で
あ
っ
た
。
代
参
は
大
抵
、
春

先
の
農
事
始
め
の
前
か
秋
の
収
穫
作
業

完
了
後
の
農
閑
期
に
施
行
さ
れ
た
。
 

江
戸
時
代
の
伊
勢
参
り
は
、
約
七
○

里
（
約
二
八
○
キ
ロ
）
の
行
程
で
、
七

日
間
を
要
し
た
。
旅
装
は
軽
装
で
、
普

段
の
着
物
に
繻
子
の
角
帯
を
締
め
、
着

物
の
裾
を
帯
に
は
し
ょ
っ
て
、
手
甲
脚

胖
に
草
鞋
ば
き
。
荷
物
と
い
え
ば
、
履

き
替
え
用
の
草
鞋
一
足
と
、
わ
ず
か
の

着
替
え
と
小
物
を
入
れ
た
木
綿
袋
を
、

肩
に
振
分
に
担
ぐ
だ
け
の
姿
で
あ
っ
た
。
 

代
参
人
の
費
用
は
、
講
に
よ
っ
て
随

分
と
差
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
寛
政
八
年

（
一
七
九
六
）
、
藤
和
田
村
伊
勢
講
中

の
「
伊
勢
代
参
銀
集
帳
」
（
中
西
六
朗

家
文
書
）
に
よ
る
と
、
講
中
は
一
四
軒

で
、
二
年
後
に
一
軒
増
え
て
一
五
軒
、

す
な
わ
ち
藤
和
田
村
全
戸
で
結
成
さ
れ

て
い
た
。
こ
の
講
は
代
参
の
集
銀
を
年

貢
高
に
よ
っ
て
格
差
を
つ
け
、
銀
五
匁

が
八
軒
、
他
の
七
軒
は
銀
二
匁
と
し
て

い
た
。
三
年
間
で
集
め
た
銀
一
五
八
匁

は
、
代
参
四
人
に
三
○
匁
ず
つ
と
、
全

員
の
坂
迎
料
三
五
匁
、
札
入
三
匁
を
寛

政
十
一
年
四
月
十
四
日
に
渡
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
藤
和
田
村
の
代
参
は
三

年
毎
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
 

ま
た
野
村
伊
勢
講
は
、明
和
七
年（
一

七
七
○
）
正
月
の
「
伊
勢
大
神
宮
様
講

中
上
帳
」
（
野
村
伊
勢
講
文
書
）
に
よ

る
と
、
明
和
七
年
は
一
人
に
代
参
費
用

と
し
て
鳥
目
（
銭
の
異
称
）
一
貫
文
、

明
和
八
年
は
代
参
二
人
分
で
鳥
目
一
貫

六
○
○
文
。
そ
し
て
安
永
三
年
（
一
七

七
六
）
は
三
人
分
で
鳥
目
二
貫
四
○
○

文
で
あ
っ
た
。
一
人
八
○
○
文
の
代
参

費
用
は
、
前
述
の
藤
和
田
村
の
銀
三
○

匁
（
約
二
○
○
○
文
）
と
比
較
す
れ
ば
、

年
代
的
に
二
五
年
の
開
き
は
あ
る
も
の

の
、
五
分
の
二
程
度
と
な
り
、
そ
の
差

は
か
な
り
大
き
い
。
 

御
牧
郷
の
代
参
旅
は
、
往
路
が
伊
賀

越
で
松
坂
（
現
三
重
県
松
阪
市
）
か
ら

伊
勢
神
宮
へ
、
帰
路
は
鈴
鹿
峠
を
越
え
、

大
津
・
宇
治
を
経
て
新
田
（
現
宇
治
市

広
野
町
）
、
あ
る
い
は
小
倉
（
現
宇
治

市
小
倉
町
）
が
坂
迎
と
な
る
。
坂
迎
と

は
、
代
参
人
が
帰
着
の
際
に
講
中
が
村

境
ま
で
迎
え
に
出
て
、
出
会
っ
た
と
こ

ろ
で
持
参
の
酒
食
を
開
き
、
無
事
を
祝

福
す
る
こ
と
で
あ
る
。
 

伊
勢
参
り
は
、
六
泊
七
日
の
行
程
で

旅
を
続
け
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
費

用
と
し
て
講
費
か
ら
一
人
あ
て
銭
八
○

○
文
、
あ
る
い
は
銀
三
○
匁
が
渡
さ
れ

た
。
し
か
し
、
旅
で
は
急
な
出
費
や
不

測
の
事
態
な
ど
で
、
支
給
さ
れ
た
旅
費

だ
け
で
は
ま
か
な
い
き
れ
な
い
。
そ
こ

で
、
代
参
人
は
日
頃
か
ら
の
貯
え
と
、

餞
別
な
ど
を
懐
に
旅
立
つ
こ
と
に
な
る
。
 

さ
て
、
年
代
は
下
が
る
が
、
文
久
二

年
（
一
八
六
三
）
二
月
二
十
六
日
、
代

参
旅
に
出
立
し
た
佐
山
村
伊
勢
講
の
奥

野
三
郎
兵
衛
さ
ん
は
、
旅
の
様
子
と
費

用
を
「
伊
勢
参
宮
道
中
扣
」（
奥
野
安
雄

家
文
書
）
に
詳
し
く
記
し
て
い
る
。
そ

こ
で
、
こ
の
「
道
中
記
」
を
参
考
に
、

伊
勢
参
り
の
足
跡
を
た
ど
っ
て
み
よ
う
。
 

出
立
し
た
文
久
二
年
二
月
二
十
六
日

は
、
春
分
も
過
ぎ
て
旅
に
は
最
適
の
季

節
で
あ
る
。
早
朝
七
ツ
時
（
午
前
四
時
）

氏
神
で
あ
る
雙
栗
神
社
に
参
拝
し
て
、

旅
の
安
全
を
祈
願
し
た
奥
野
三
郎
兵
衛

さ
ん
と
同
行
者
一
人
は
、
古
川
に
架
か

る
宮
前
橋
（
林
橋
）
を
渡
っ
て
林
村
か

ら
大
久
保
村
を
経
て
奈
良
街
道
に
出
た
。
 

奈
良
街
道
は
長
池
か
ら
青
谷
・
多
賀
・

井
手
・
棚
倉
と
、
大
峰
山
（
万
灯
篭
山
）

を
は
じ
め
、
大
焼
山
・
高
雄
山
な
ど
の

諸
峰
を
東
に
望
み
な
が
ら
、
丘
陵
台
地

を
進
む
。
棚
倉
集
落
を
過
ぎ
て
左
折
す

る
と
笠
置
道
が
あ
っ
て
、
こ
の
道
は
伊

賀
街
道
に
通
じ
て
い
る
。
 

三
郎
兵
衛
さ
ん
た
ち
二
人
は
、
五
ツ

時
ご
ろ
（
午
前
八
時
ご
ろ
）
多
賀
の
茶

店
で
休
息
し
て
三
文
の
茶
代
を
払
い
、

九
ツ
時
（
正
午
）
に
は
笠
置
に
着
い
て

い
る
。
そ
し
て
昼
中
飯
は
二
人
で
豆
腐

汁
を
八
杯
、
酒
四
合
を
飲
ん
で
い
る
。
 

酒
豪
の
二
人
旅
、
さ
て
、
こ
れ
か
ら

ど
の
よ
う
な
伊
勢
参
り
の
旅
を
続
け
る

の
で
あ
ろ
う
か
。
 

第55回 伊勢参宮道中記（1） 

伊
勢
講
と
代
参
旅
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伊勢参りの風景 

▲雙栗神社（久御山町佐山） 
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